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　　　　10月 26日 （日） 午前 10時～午後５時
会　場：L

リ ノ ア ス

INOAS（八尾市光町２－ 60）
１階 TSUTAYA前（両日　午前 10時～午後５時）
８階みせるばやお（26日　午前 10時～午後６時）
八尾小学校（八尾市本町 1-1-65）
（25日　午前10時～午後８時 ／ 26日　午前10時～午後４時）

問合先：八尾市観光・文化財課
八尾市本町 1-1-1
TEL 072-924-3717
担当者：富山・松本・彼谷

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

　
「
第
48
回
八
尾
河
内
音

頭
ま
つ
り
」
が
、
本
年
も

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
大
阪
・
関

西
万
博
も
大
盛
況
の
な

か
、
10
月
13
日
に
閉
幕
い

た
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

次
は
皆
さ
ま
お
待
ち
か
ね

の
「
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
」
の
季
節
と
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
河
内
音
頭

は
河
内
平
野
の
民
衆
の
手

に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
育
ま

れ
て
き
た
八
尾
市
が
誇
る

日
本
を
代
表
す
る
歴
史
的

遺
産
で
あ
り
、
そ
の
時
々

の
民
衆
の
喜
び
や
悲
し
み

八
尾
自
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前
５
時
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午
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◆
ハ
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ウ
ッ
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映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
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世
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ゴ
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コ
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◆
予
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ま
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ス
マ
ホ
１
台
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ゴ
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練
習
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八尾市安中町 8－5－38
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お蔭様で50周年

できる経営者には本がある

ビジネス本を出版しませんか

名
刺

プ
ラ
ス

本
の
時
代

〒581-0812  八尾市山賀町 4-63
TEL 072-922-1681　FAX 072-923-4879

会　　　場：東大阪市立永和図書館
                    （東大阪市永和２―１―１）
年　会　費：2,000 円
問い合わせ：☎ 06―6730―6677

東大阪読書友の会
毎月第３㊋ 13：00～15：00

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
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た
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よ
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ウ
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侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
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０
１
２
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名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

を
受
け
止
め
脈
々
と
体
現

し
続
け
て
き
た
ふ
る
さ
と

河
内
の
素
晴
ら
し
い
伝
統

文
化
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

歴
史
は
、
今
も
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
と
う

と
う
と
流
れ
受
け
継
が
れ

て
い
く
も
の
と
確
信
い
た

し
ま
す
。

　

今
年
も
、
例
年
同
様
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
の
下
、
盛
大
に
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
河
内
音
頭
の
歴
史
的

伝
統
文
化
を
理
解
し
、
そ

し
て
楽
し
み
な
が
ら
受
け

継
い
で
い
く
と
て
も
意
義

あ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
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会　

長　

⻆
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禮
子

IH加熱でカーボンニュートラルと
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井
上
整
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邦
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室

東
大
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会
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お
り
ま
す
。
回
を
重
ね
世

代
を
超
え
た
市
民
の
交
流

の
な
か
で
脈
々
と
息
づ
い

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
河
内

音
頭
の
生
き
た
歴
史
で
あ

り
、
真
の
伝
統
文
化
の
継

承
で
も
あ
り
ま
す
。
私
も

そ
の
輪
に
加
わ
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
と
交
流
を
深

め
、
存
分
に
心
の
そ
こ
か

ら
河
内
音
頭
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
第
48
回
八
尾
河
内
音

頭
ま
つ
り
」
を
令
和
７
年

10
月
25
日
・
26
日
に
、
八

尾
小
学
校
お
よ
び
Ｌ
Ｉ
Ｎ

О
Ａ
Ｓ
で
開
催
し
ま
す
。

25
日
に
八
尾
小
学
校
で

開
催
さ
れ
る
「
河
内
音
頭

グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
は
、
出

場
す
る
団
体
が
美
し
さ
や

ま
と
ま
り
を
競
い
合
い
ま

す
。
ま
た
、「
河
内
音
頭

大
盆
踊
り
大
会
」
で
は
、

伝
承
音
頭
や
師
匠
方
に
よ

る
音
頭
披
露
が
行
わ
れ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
踊
り
の

輪
が
広
が
り
ま
す
。

　

両
日
、
八
尾
小
学
校
で

は
、
八
尾
に
ゆ
か
り
の
あ

る
飲
食
店
や
事
業
者
に
よ

る「
マ
ル
シ
ェ
de
オ
ン
ド
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
大
阪
・

関
西
万
博
」
に
出
展
さ
れ

た
事
業
者
の
物
販
や
、「
Ｙ

Ａ
О　

ｉ
Ｐ
Ｐ
О
」
に
出

演
し
た
八
尾
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
、

万
博
の
雰
囲
気
を
存
分
に

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

26
日
は
、
八
尾
小
学
校

で
八
尾
商
工
会
議
所
青
年

部
に
よ
る
「
八
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ

フ
ェ
ス
２
０
２
５
」
が
開

催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
普
段
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
特
殊
車
両
の
展

示
な
ど
、
ご
家
族
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し

い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
О
Ａ

Ｓ
で
は
８
階
み
せ
る
ば
や

お
に
お
い
て
、
会
員
企
業

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
１
階
で
は
両
日
子
ど

も
向
け
の
縁
日
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
第
48
回
八
尾
河
内
音

頭
ま
つ
り
」
を
令
和
７
年

10
月
25
日
・
26
日
に
開
催

し
ま
す
。

　

今
年
も
開
催
場
所
を
近

鉄
八
尾
駅
周
辺
と
し
、
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
と
八

尾
商
工
会
議
所
青
年
部
主

催
の
「
八
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
フ
ェ

ス
２
０
２
５
」
と
の
合
同

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
実
行
委
員
会

を
中
心
に
企
画
内
容
の
協

議
を
進
め
、
河
内
音
頭
を

中
心
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽

し
め
る
ま
つ
り
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

八
尾
小
学
校
で
は
、
25

日
に
各
連
が
踊
り
の
美
し

さ
を
競
い
合
う
「
河
内
音

頭
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
行
わ

れ
、
夕
方
か
ら
は
皆
さ
ま

が
自
由
に
踊
る
こ
と
が
で

き
る
「
河
内
音
頭
大
盆
踊

り
大
会
」を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
両
日
、
市
内
飲
食

店
、
事
業
者
に
よ
る
飲
食

や
物
販
が
楽
し
め
る
「
マ

ル
シ
ェ
de
オ
ン
ド
」、
リ

ノ
ア
ス
１
階
で
は
子
ど
も

向
け
の
縁
日
を
実
施
し
ま

す
。26

日
に
は
八
尾
小
学
校

で
「
八
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
フ
ェ
ス

２
０
２
５
」
が
開
催
さ

れ
、
前
日
に
引
き
続
き
市

内
飲
食
店
や
事
業
者
に
よ

る
マ
ル
シ
ェ
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
特
殊
車
両
の
展
示

や
ス
テ
ー
ジ
で
の
ダ
ン
ス

や
吹
奏
楽
な
ど
多
彩
な
催

し
を
実
施
し
ま
す
。
リ
ノ

ア
ス
８
階
の
み
せ
る
ば
や

お
で
は
、
子
ど
も
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
、
様
々
な
世
代
の
皆
さ

ま
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

万
博
の
雰
囲
気
を
存
分
に

八
尾
市
長
　
大
松
　
桂
右

　

大
阪
・
関
西
万
博
で
の

盛
り
上
が
り
を
引
き
継

ぎ
、
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、「
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
」
の
開
催
に
大
変
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
こ
れ
を
契
機
と
し

て
、
さ
ら
に
河
内
音
頭
の

交
流
の
輪
が
大
き
く
広
が

り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

様
々
な
世
代
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
振
興
会
会
長

（
八
尾
商
工
会
議
所
会
頭
）

山
口
　
孝
満

河
内
音
頭
は
日
本
を
代
表
す
る
歴
史
的
遺
産

日
本
維
新
の
会
衆
議
院
議
員

青
柳
　
仁
士
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八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り

八尾の夏を飾る恒例行事八尾の夏を飾る恒例行事
　

河
内
音
頭
の
本
場
・
八

尾
恒
例
の
「
第
48
回
八
尾

河
内
音
頭
ま
つ
り
」（
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
振
興

会
（
山
口
孝
満
会
長
＝
八

尾
商
工
会
議
所
会
頭
）
主

催
）
が
10
月
25
日
・
26
日

に
開
催
さ
れ
る
。
今
回
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
О
Ａ
Ｓ
、
八
尾
小

学
校
の
２
会
場
で
の
開

催
。25

日
は
、
八
尾
小
学
校

で
、
大
阪
・
関
西
万
博
に

出
演
し
た
市
内
活
動
団
体

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
、
参
加
団
体
の
踊
り
の

美
し
さ
や
ま
と
ま
り
を
審

査
す
る
河
内
音
頭
グ
ラ
ン

プ
リ
を
開
催
し
、
23
団
体

が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
競
う
。

ま
た
、
市
内
飲
食
店
や
事

業
者
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
夕

テレビでおなじみの安田欣司さん（左）もポスターに

　

河
内
音
頭
の
本
場
・
八
尾
の
夏
を
飾
る
恒
例
の
第
48
回
八
尾
河
内
音

頭
ま
つ
り
が
10
月
25
日
と
26
日
に
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
八
尾
河
内
音

頭
ま
つ
り
振
興
会
（
山
口
孝
満
会
長
＝
八
尾
商
工
会
議
所
会
頭
）。

方
か
ら
は
八
尾
本
場
河
内

音
頭
連
盟
の
実
演
に
合
わ

せ
て
来
場
者
が
自
由
に
踊

る
こ
と
が
で
き
る
「
河
内

音
頭
大
盆
踊
り
大
会
」
が

実
施
さ
れ
る
。
そ
の
他
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
О
Ａ
Ｓ
１
階
で

は
、
両
日
子
ど
も
向
け
の

【開催概要】
一昨年行われた第46回八尾河内音頭まつりの1シーン

縁
日
が
実
施
さ
れ
る
。

26
日
は
、
八
尾
商
工
会

議
所
青
年
部
に
よ
る
「
八

尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
フ
ェ
ス
２
０
２

５
」
と
し
て
、
八
尾
小
学

校
で
、
市
内
飲
食
店
や
事

業
者
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
、

特
殊
車
両
の
展
示
、
小
学

生
が
経
営
の
基
礎
を
学
ぶ

「
ジ
ュ
ニ
エ
コ
」
が
実
施
さ

れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
О
Ａ
Ｓ
８
階

み
せ
る
ば
や
お
で
は
、
会

員
企
業
の
事
業
者
が
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
行
う
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
に
あ

わ
せ
て
「
と
に
か
く
触
る

博
」
が
９
月
21
日
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
ロ
ー
ド
入
り
口
の

買
物
公
園
（
八
尾
市
山

城
町
１
―
１
）
で
開
か
れ

た
。
八
尾
市
倫
理
法
人
会
、

八
尾
老
原
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
、ミ
マ
ル
シ
ェ

が
中
心
と
な
り
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
豊
か
な
マ
ル
シ
ェ

や
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
ブ
ー

ス
が
並
ん
だ
。

　

木
工
体
験
（
株
式
会
社

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
）、
ゴ
ム
部
に
よ

る
ミ
ニ
４
駆
（
や
お
り
ん

ゴ
ム
部
）、
水
消
化
器
に

よ
る
訓
練
（
株
式
会
社
セ

フ
テ
ッ
ク
）
な
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
人
気
だ
っ

た
。
ペ
ッ
ト
関
連
商
材（
Ｐ

Ｕ
Ｒ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
О
Ｆ
Ｌ

О
Ｖ
Ｅ
）や
米
粉
関
連（
株

式
会
社
西
村
機
械
製
作

所
）
な
ど
珍
し
い
ブ
ー
ス

も
あ
り
、
参
加
者
の
目
を

引
い
た
。

　

家
族
連
れ
の
参
加
者
が

多
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
。

大阪・関西万博にあわせ

とにかく触る博
八尾 買物広場で開催

株
式
会
社
西
村
機
械
製

作
所
の
ブ
ー
ス

Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
О
Ｆ

Ｌ
О
Ｖ
Ｅ
の
ブ
ー
ス

株
式
会
社
セ
フ
テ
ッ
ク

の
ブ
ー
ス

　

八
尾
市
内
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
多
く
の
観

客
や
踊
り
を
楽
し
む
人

た
ち
で
賑
わ
う
。
昭
和

53
年
に
市
制
施
行
30
周

年
を
記
念
し
た
市
民
イ

ベ
ン
ト「
八
尾
ま
つ
り
」

と
し
て
始
ま
り
、
平
成

６
年
に
河
内
音
頭
一
色

の
「
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
」
と
改
称
し
、
現

在
に
至
る
。

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
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今
回
は
他
愛
も
な
い
人
間
の
話
で
す
。
最
近
の

世
の
中
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
欲
望
丸
出
し
に
見

え
る
人
、
自
分
の
我
を
通
す
人
が
多
く
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
私
自
身
は
そ
の

よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
戒
め
て
お
り
ま
す
が
、

間
違
い
を
す
る
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
す
。
今
日
は
そ
ん

な
話
で
す
。

　

税
に
限
ら
ず
専
門
家
と

い
う
も
の
は
、
一
般
の
人

よ
り
は
当
然
知
識
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
知
識
が
あ
る
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、

税
の
場
合
は
時
折
周
辺
知

識
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
相
続
で
は
税
の
知
識
だ
け
で

は
良
い
仕
事
が
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
民
法

の
知
識
も
必
要
で
す
が
、
税
理
士
の
試
験
で
は
大

ま
か
な
と
こ
ろ
を
つ
か
む
程
度
な
の
で
、
実
務
で

は
も
っ
と
深
く
知
ら
な
い
と
良
い
仕
事
に
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。
あ
る
ご
家
族
の
相
続
会
議
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
な
り
に
最
高
の
分

割
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
遺
族
の

反
応
は
全
く
違
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
反
対
す
る

人
に
対
し
て
先
入
観
を
も
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど

う
し
て
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
良
さ
が
わ
か
ら
な
い
の

か
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

　

私
は
あ
く
ま
で
提
案
を
す

る
立
場
で
す
か
ら
、
遺
族
の

皆
様
の
意
思
が
重
要
だ
と
い

う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
の

で
す
が
、自
分
の
感
情
が
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
反
対
者
に

対
す
る
先
入
観
を
持
っ
て
し

ま
う
と
、
白
も
黒
に
見
え
る

し
、
黒
は
黒
に
見
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
心
で
仕
事
を
し

ま
す
と
、
本
当
は
白
な
の
に
黒
だ
と
思
っ
て
判
断

ミ
ス
を
し
ま
す
。
今
回
は
相
手
の
気
持
ち
を
察
す

る
こ
と
が
で
き
ず
失
敗
を
し
そ
う
で
し
た
。
最
終

的
に
は
自
分
の
先
入
観
を
捨
て
仕
事
は
う
ま
く
行

き
ま
し
た
が
、
い
つ
も
謙
虚
で
い
な
い
と
ダ
メ
で

す
ね
。

ま
帰
ら
な
か

っ
た
の
で
、

雄
略
帝
に
叛

逆
の
冤
罪
で

暗
殺
さ
れ
た

も
の
と
直
感

し
、
追
っ
手

の
来
ぬ
間
に
兄
弟
で
逃
亡
し
た
の
だ
っ
た
。

　

今
と
な
っ
て
は
、
反
逆
者
ど
こ
ろ
か
、
兄

弟
は
大お

お
き
み王
の
後
継
者
と
し
て
王
宮
に
迎
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。清
寧
天
皇
が
崩
御
す
る
と
、

弟
の
王
子
が
第
23
代
顕け

ん
ぞ
う宗
天
皇
と
し
て
即
位

し
た
。
姫
路
の
豪
族
に
身
分
を
隠
し
て
使
用

人
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
た
の
を
、
今
こ
そ
名

乗
ろ
う
と
言
い
出
し
た
の
が
弟
だ
っ
た
こ
と

が
由
来
す
る
。
顕
宗
天
皇
は
父
君
の
墓
を
探

し
た
。
雄
略
に
よ
る
押
磐
王
の
暗
殺
現
場
を

目
撃
し
、
こ
っ
そ
り
遺
体
を
埋
葬
し
た
女
が

い
た
。
天
皇
は
そ
の
老
婆
を
見
つ
け
、
父
王

の
墓
を
見
つ
け
、
供
養
し
た
。

　

次
に
顕
宗
は
父
親
を
暗
殺
し

た
雄
略
へ
の
恨
み
を
晴
ら
そ
う

と
、
兄
に
御み

さ
さ
ぎ陵
を
壊
せ
、
と
命

じ
た
。
兄
の
王
は
す
ぐ
戻
っ
て

き
た
。
そ
れ
を
訝

い
ぶ
か
る
天
皇
は
、

「
ど
の
よ
う
に
御み

さ
さ
ぎ陵
を
壊
し
た
か
」
と
尋
ね

た
。
兄
王
は
答
え
た
。「
横
腹
の
土
を
と
り

ま
し
た
」
と
。
天
皇
は
「
な
ぜ
、命
令
通
り
、

壊
さ
な
か
っ
た
の
じ
ゃ
」
と
怒
っ
た
。
す
る

と
兄
は
「
大
泊
瀬
幼
武
大
王
は
父
の
仇
で
あ

っ
て
も
、
我
ら
の
叔
父
、
し
か
も
元
の
大お

お
き
み王

な
の
で
す
。
そ
ん
な
方
の
墓
を
壊
せ
ば
、
世

間
の
人
が
我
ら
を
そ
し
り
ま
し
ょ
う
」
と
答

え
た
。
こ
れ
を
聞
き
、
天
皇
は
何
も
言
わ
な

か
っ
た
。
現
在
、
羽
曳
野
市
島
泉
に
あ
る
雄

略
天
皇
陵
は
、
前
方
後
円
墳
が
前
後
二
つ
に

割
れ
た
形
で
あ
り
、
古
事
記
の
記
事
と
付
合

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
戦
争
は
３
年
半
を
超

え
た
。
８
月
15
日
（
日
本

時
間
16
日
未
明
）、
ア
ラ

ス
カ
・
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に

お
い
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
紛

大お
お
は
つ
せ
わ
か

泊
瀬
幼
武

た
け
る
の

大お
お
き
み王
こ
と
雄
略
天
皇
は
、

臣お
み

、
連

む
ら
じ
、
大お

お
お
み臣
、
大

お
お
む
ら
じ連
の
姓

か
ば
ね
の
制
度
を
整
備

し
、
中
国
の
南
朝
の
宋
か
ら
安
東
将
軍
に
叙

さ
れ
、
隙
あ
ら
ば
南
進
す
る
高
句
麗
に
睨
み

を
き
か
し
た
。
そ
れ
程
、
業
績
目
覚
ま
し
き

天
皇
で
あ
り
な
が
ら
、
大
和
の
豪
族
た
ち
を

警
戒
す
る
よ
う
に
、
政
務
の
拠
点
を
大
和
盆

地
か
ら
東
の
伊
勢
街
道
の
谷
、
泊は

つ

瀨せ

朝あ
さ
く
ら
の
み
や

倉
宮

（
桜
井
市
黒
崎
）
に
引
っ
込
ん
で
い
た
。
大

王
家
の
最
大
の
支
援
者
だ
っ
た
葛
城
氏
が
、

眉
輪
王
の
乱
を
契
機
に
没
落
し
た
こ
と
と
関

連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

４
７
９
年
、
雄
略
帝
が
崩
御
す
る
と
、
忽

ち
皇
子
た
ち
の
後
継
争
い
に
な
っ
た
。
皇
后

が
男
子
を
生
ま
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
後
継
者

に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
葛

か
つ
ら
ぎ
の
か
ら
ひ
め

城
韓
媛
が
生
ん

だ
白し

ら
か
の髪
皇み

こ子
だ
っ
た
。
直
後
、
弟
の

星
川
皇
子
も
皇
位
を
目
差
し
、
生
母

の
吉
備
氏
の
支
援
を
得
て
、
朝
廷
の

大
蔵
に
立
て
籠
も
っ
た
。
し
か
し
彼

ら
は
大
蔵
ご
と
焼
き
殺
さ
れ
て
し
ま

っ
た
（
星
川
皇
子
の
乱
）。

　

白
髪
皇
子
は
第
22
代
清せ

い

寧ね
い

天
皇
と
し
て
即

位
す
る
。
政
務
の
拠
点
は
、大
和
の
磐い

わ
れ余（
橿

原
市
）
に
戻
し
た
が
（
磐い

わ
れ余
甕み

か

栗く
り
の
み
や
宮
）、
山

上
の
砦
の
よ
う
な
宮
だ
。
大
王
家
は
更
に
孤

立
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
清
寧
に
は
子
も

な
か
っ
た
。
父
の
雄
略
帝
が
め
ぼ
し
き
皇
族

を
総
て
消
し
去
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
遠
い

親
類
に
も
後
継
候
補
が
い
な
か
っ
た
。
大
王

家
の
行
く
末
は
風
前
の
灯
火
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
市

い
ち
の
へ
の
お
し

辺
押
磐わ

の

王お
う

と
共
に
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
た
王
の
二
人
の
王
子
た
ち

が
、
姫
路
に
隠

れ
て
生
き
て
い

る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
彼
ら
は

父
が
雄
略
帝
と

狩
に
行
っ
た
ま分

か
っ
て
も
ら
え
る
嬉
し
さ

М
Ｅ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
推
進
機
構

非
認
知
能
力
推
進
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

東
口
る
み

応
神
朝
最
後
の
皇
族
、

手た

白し
ら
か髪
皇
女
の
心
の
内

　
「
ア
ン
ゲ
ー
ム
」
と
い

う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　

勝
ち
負
け
も
な
く
、
順

番
に
カ
ー
ド
を
引
い
て
、

そ
こ
に
書
か
れ
た
質
問
に

自
分
の
言
葉
で
答
え
る
だ

け
の
シ
ン
プ
ル
な
遊
び
で

す
。

　

先
日
、
塾
で
こ
の
カ
ー

ド
を
使
っ
て
み
た
と
き
の

こ
と
。
あ
る
小
学
校
３
年

生
の
子
が
「
あ
な
た
が
３

年
後
も
続
け
た
い
３
つ
の

習
慣
は
何
で
す
か
？
」
と

い
う
カ
ー
ド
を
引
き
ま
し

た
。
す
る
と
、
普
段
は
無

口
な
お
子
様
な
の
で
す

争
終
結
に
向
け
て
首
脳
会

談
。
そ
の
後
は
座
礁
状
態

だ
。
国
連
総
会
（
日
本
時

間
９
月
23
日
）
に
お
い
て

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
国
連
に

代
わ
り
戦
争
を
終
わ
ら
せ

ね
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
、

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は

ロ
シ
ア
に
は
「
一
層
の
圧

力
、
制
裁
を
必
要
と
し
て

い
る
」
と
語
っ
た
。
ト
ラ

ン
プ
氏
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
に
ト
マ
ホ
ー
ク
な
ど
の

武
器
供
与
を
認
め
た
。
方

針
を
転
換
し
た
の
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
は
挑
戦
す
る

か
の
よ
う
に
今
な
お
原
発

や
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

施
設
へ
の
攻
撃
を
続
け
て

い
る
。

　
「
日
本
に
も
お
よ
そ
２

０
０
０
人
の
避
難
民
が
居

住
」（
本
書
）
し
て
お
り
、

子
育
て
エ
ッ
セ
ー
47

笑う笑う笑う
税理士税理士税理士
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税理士 上西　知

先入観を捨てる

が
、
ゆ
っ
く
り
考
え
て
か

ら
「
漢
字
を
き
れ
い
に
書

く
こ
と
と
、
家
族
で
の
だ

ん
ら
ん
の
時
間
、
そ
ろ
ば

ん
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
顔
が
と
て
も
明

る
く
て
、
ま
る
で
そ
の
時

間
を
思
い
出
し
て
い
る
よ

う
に
嬉
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。

　

問
い
が
あ
る
こ
と
で
、

心
の
奥
に
あ
る
〝
好
き
〞

や
〝
大
切
〞
が
自
然
に
言

葉
に
な
っ
て
い
く
。
そ
ん

な
瞬
間
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
、

家
族
や
友
人
と
の
会
話
の

多
く
を
「
今
日
ど
う
だ
っ

た
？
」「
何
食
べ
る
？
」

と
い
っ
た
決
ま
り
き
っ
た

や
り
と
り
の
中
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。
で
も
、
ア
ン

ゲ
ー
ム
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う
な
「
子
ど
も
の
と
き

に
も
ら
っ
た
特
別
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
何
？
」「
あ
な

た
に
と
っ
て
信
頼
で
き
る

仲
間
と
は
？
」「
正
し
い

こ
と
と
間
違
っ
て
い
る
こ

と
の
判
断
は
ど
う
や
っ
て

つ
け
る
の
？
」と
い
っ
た
、

普
段
は
聞
か
れ
な
い
よ
う

な
質
問
を
自
分
に
投
げ
か

け
て
み
る
と
、
意
外
な
ほ

ど
考
え
が
広
が
り
、
自
分

の
中
の
〝
ま
だ
知
ら
な
い

自
分
〞
と
出
会
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
〝
問
い
〞
が
、

大
切
な
人
と
の
関
係
性
に

少
し
の
ス
パ
イ
ス
を
加
え

て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
し

て
そ
の
言
葉
を
、
相
手
が

さ
え
ぎ
ら
ず
に
聞
い
て
く

れ
る
と
き
、
人
は
安
心
し

て
心
を
開
い
て
い
け
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
大
人
も
自
分
の
こ

と
を
話
す
こ
と
で
、「
聞

い
て
も
ら
え
る
喜
び
」
や

「
分
か
っ
て
も
ら
え
る
嬉

し
さ
」
に
改
め
て
気
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
も

実
際
に
や
っ
て
み
て
、
話

す
こ
と
は
心
を
整
え
る
こ

と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
聞
く
こ
と
は

相
手
を
大
切
に
す
る
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

成
長
も
、
気
づ
き
も
、

そ
ん
な
日
常
の
会
話
の
中

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
秋
の

夜
長
に
、
少
し
灯
り
を
落

と
し
て
、
ア
ン
ゲ
ー
ム
の

よ
う
な
問
い
を
一
つ
、
自

分
や
家
族
、
友
人
と
の
集

ま
り
な
ど
で
投
げ
か
け
て

み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
か
ら
、
新
し
い
会

話
と
、
静
か
な
心
の
温
も

り
が
生
ま
れ
て
い
く
は
ず

で
す
。

す
る
が
、
明
治
期
に
二
つ
の
古
墳
を
無
理
矢

理
、
割
れ
た
前
方
後
円
墳
に
見
せ
る
工
事
を

し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
前
に
も
言
っ

た
が
、
葛
井
寺
駅
の
仲
哀
帝
陵
が
、
築
造
年

代
か
ら
真
の
雄
略
帝
陵
だ
と
筆
者
は
考
え

る
。

　

顕
宗
天
皇
は
、
祖
父
允い

ん

恭ぎ
ょ
う

帝
の
都
が
あ

っ
た
飛
鳥
（
近ち

か
つ
あ
す
か
や

飛
鳥
八
釣つ

り
の
み
や
宮
）
に
戻
っ
た

が
、
飛
鳥
の
外
れ
に
逼
塞
す
る
よ
う
な
宮
で

あ
る
。
顕
宗
に
は
子
が
な
く
、
次
は
兄
の
仁に

ん

賢け
ん

天
皇
が
即
位
し
た
。
反は

ん
ぜ
い正
天
皇
の
柴

し
ば
か
き
の
み
や

籬
宮

（
現
、
松
原
市
柴
籬
神
社
）
を
宮
と
し
て
使

っ
た
と
い
う
。
仁
賢
に
は
子
が
あ
り
、
崩

御
後
、
若
い
武ぶ

れ
つ列
天
皇
が
即
位
し
た
。
雄
略

帝
の
朝
倉
宮
か
ら
伊
勢
街
道
を
更
に
東
に
進

む
処
（
泊は

つ

瀬せ
な
み列
城き

の
み
や宮　

桜
井
市
出
雲
）
に
宮

を
お
い
た
。
古
事
記
に
は
業
績
記
録
は
な
い

が
、
日
本
書
紀
で
は
、
加
虐
的
性
欲
の
強
い

変
質
者
と
し
て
批
判
的
に
描
か
れ
る
。
真
偽

は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
武
烈
は

若
く
し
て
崩
御
し
た
。
紀
元

５
０
０
年
前
後
の
こ
と
だ
。

応
神
朝
の
最
後
の
血
統
者

と
し
て
残
る
は
姉
の
手
白

髪
皇
女
た
だ
一
人
。
幸
い
に
も

皇
女
は
ま
だ
子
が
産
め
る
若
さ

だ
。
皇
女
の
心
の
内
は
、「
私

は
次
の
大
王
に
な
る
誰
か
に
無

理
矢
理
嫁
が
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

一
時
的
に
ど
こ
の
馬
の
骨
が

大
王
に
な
ろ
う
が
、
次
代
は
私
が
生
む
、
大

王
家
の
歴
と
し
た
血
筋
を
ひ
く
方
が
大
王
と

な
ら
れ
よ
う
。
一
時
だ
け
目
を
瞑つ

む

れ
ば
よ
い

こ
と
だ
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

は
。
さ
て
、
皇
女
の
思
惑
通
り
、
こ
と
が
運

ん
だ
で
あ
ろ

う
か
。

　
（
い
よ
い

よ
、
次
回
か

ら
飛
鳥
時

代
に
入
り
ま

す
）

武
烈
天
皇
、
泊は
つ
せ
な
み
き
の
み
や

瀬
列
城
宮
跡

雄略天皇、泊瀬
朝倉宮跡

パ
ブ
リ
ブ　
定
価
２
、
６
４
０
円
（
税
込
み
）

田
中
祐
真
著

新 刊 案 内

【
著
者
略
歴
】
田
中
裕
真
（
た
な
か
・
ゆ
う
ま
）

　

１
９
９
１
年
岐
阜
県
生
ま
れ
、
東
京
外
国
語
大
学
外

国
語
学
部
ロ
シ
ア
・
東
欧
課
程
卒
。
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
欧
米
系
文
化
研
究
専
攻
修
士
課
程

修
了
。
こ
れ
ま
で
に
日
本
大
使
館
専
門
調
査
員
（
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
専
門
嘱
託
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
特
任
研
究
員
と
し
て
勤
務
。
専
門
は
ス
ラ
ヴ
語

学
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
旧
ソ
連
諸
国
地

域
研
究
。

多
数
の
団
体
や
民
間
企
業

か
ら
生
活
支
援
と
就
労
支

援
を
受
け
て
い
る
。
交
流

で
は
「
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ

文
化
交
流
協
会
」「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
研
究
会
」
な
ど
は

侵
略
以
前
か
ら
活
動
す
る

老
舗
だ
。
大
阪
・
関
西
万

博
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
館
の
人

気
は
際
立
っ
て
い
た
。
展

示
物
に
は「
自
由
」「
尊
厳
」

と
い
っ
た
価
値
観
が
投
影

さ
れ
、「
Ｎ
О
Ｔ
Ｆ
О
Ｒ

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ
」（
売
ら
な
い
）

と
戦
時
下
の
祖
国
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
安

青
錦
（
21
）
は
秋
場
所
で

技
能
賞
（
２
回
目
）
を
獲

得
し
た
。
大
関
級
の
風
格

を
も
ち
土
俵
を
沸
騰
さ
せ

る
人
気
度
は
抜
群
で
あ

る
。
日
本
の
中
小
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
は
Ａ
Ｉ
と
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
の
義
足

製
作
や
ス
マ
ホ
に
よ
る
道

路
点
検
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で

支
援
中
だ
。
ま
た
地
雷
探

知
や
産
業
用
ド
ロ
ー
ン
を

手
掛
け
る
企
業
が
選
定
さ

れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
復
興
事

業
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
え
ば

復
興
や
支
援
が
定
番
だ

が
、「
善
意
か
ら
物
欲
へ
」

と
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
で

「
買
い
支
え
る
の
で
は
な

く
、
欲
し
く
な
っ
て
く
る

製
品
を
紹
介
！
」
と
い
う

著
者
。
能
動
的
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
売
り
込
む
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
製
品
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
が
５
月
に
発
刊
さ
れ

た
。

　

各
ペ
ー
ジ
の
上
部
は
美

し
い
カ
ラ
ー
写
真
が
占

め
、
下
部
は
丁
寧
な
説
明

コ
ー
ナ
ー
。
２
０
２
５
年

３
月
中
旬
時
点
で
の
ガ

ジ
ェ
ッ
ト
・
ホ
ビ
ー
、
ア

プ
リ
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
小
物
、

ア
パ
レ
ル
、
家
具
、
フ
ー

ド
、
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
紹

介
。

　

最
終
８
章
で
は
「
日
本

で
は
買
え
な
い
も
の
」
や

「
買
え
る
と
こ
ろ
」
な
ど

を
詳
述
。
優
し
い
色
調
の

写
真
は
上
品
で
い
や
し
系

だ
。

　

気
が
利
い
て
い
る
の
は

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
物
価
」

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
ロ
シ

ア
語
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

と
ミ
リ
メ
シ
」「
意
外
と

輸
入
さ
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
モ
ノ
」
な
ど
の
コ

ラ
ム
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
製
品
完
全
ガ
イ
ド

7

す
る
。
大
学
教
授
の
仕
事

を
続
け
る
う
え
で
、
卒
業

生
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

て
く
れ
る
。

　

勤
務
先
で
は
新
入
生
か

ら
４
年
生
ま
で
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
や
講
義
を
担
当
す

る
。
大
学
入
学
直
後
の
学

生
は
自
分
で
は
大
学
生
だ

と
思
っ
て
い
て
も
、
実
情

は
ま
だ
高
校
生
に
過
ぎ
な

い
。
一
昔
前
ま
で
は
大
学

生
に
な
る
と
、
す
べ
て
は

自
己
責
任
の
一
言
で
す
ま

せ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

だ
が
、
現
在
は
学
生
の
自

己
責
任
だ
け
で
は
片
付
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。

　

欠
席
が
続
き
、
単
位
を

修
得
で
き
な
く
な
る
と
、

卒
業
を
諦
め
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
学
生
の
単
位
修

得
状
況
を
定
期
的
に
チ
ェ

ッ
ク
す
る
。
１
年
と
２
年

の
ゼ
ミ
生
に
つ
い
て
は
前

期
と
後
期
、
年
間
２
回
、

研
究
室
で
個
人
面
談
を
実

施
し
て
い
る
。
３
年
と
４

年
の
ゼ
ミ
生
に
つ
い
て
も

教
室
で
個
人
面
談
し
、
注

意
を
促
し
て
い
る
。
学
生

の
卒
業
へ
の
意
欲
を
喚
起

し
、
ゼ
ミ
生
を
卒
業
へ
と

導
い
て
い
く
こ

と
は
大
学
教
授

の
重
要
な
仕
事

で
あ
る
。

　

大
学
教
授
は
い
わ
ゆ
る

「
象
牙
の
塔
」
に
埋
没
す

る
こ
と
な
く
、
一
般
社
会

と
交
流
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。
各
地
で
講

演
す
る
こ
と
に
加
え
、
定

期
的
に
社
会
人
向
け
の
セ

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
か
ら
は
数

え
切
れ
な
い
卒
業
生
が
社

会
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

中
学
校
や
高
等
学
校
の
教

諭
、警
察
官
、消
防
士
、

美
容
師
、
店
舗
経
営

者
、
プ
ロ
野
球
選
手
、

会
社
員
な
ど
、
そ
の
職
種

は
実
に
さ
ま
ざ
ま
だ
。
卒

業
生
が
活
躍
す
る
姿
を
見

る
と
、
自
然
と
笑
み
が
こ

ぼ
れ
る
。
大
学
教
授
に
限

ら
な
い
け
れ
ど
も
、
教
壇

に
立
つ
者
は
誰
で
も
卒
業

生
を
誇
り
と
し
、
喜
び
と

　

専
任
講
師
と
し
て
勤
務

先
に
迎
え
ら
れ
た
当
時
、

教
授
会
で
は
最
年
少
だ
っ

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

最
年
少
で
は
な
く
な
っ
た

が
、
若
手
と
区
分
さ
れ
る

日
々
が
続
い
た
。
し
か
し

今
、
教
授
会
で
ま
わ
り

を
見
渡
す
と
、
最
早
、
若

手
で
は
な
く
な
っ
た
。
年

下
の
教
員
ば
か
り
と
な
っ

た
。
勤
務
し
始
め
て
す
で

に
35
年
の
歳
月
が
経
過
し

て
い
る
。
ま
さ
に
「
光
陰

矢
の
ご
と
し
」
で
あ
る
。

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
５
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
80

ミ
ナ
ー
を
担
当
し
て
い

る
。
社
会
人
は
勉
強
熱
心

で
あ
る
。
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
、講
演
に
傾
聴
す
る
。

　

最
近
、「
教
育
と
研
究
」

と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
大
学
教
授
の
基
盤
は

「
研
究
」
に
あ
る
。
つ
ま
り

「
研
究
と
教
育
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
書
か
な
い
」

の
か
「
書
け
な
い
」
の
か

は
不
明
だ
が
、
原
稿
を
執

筆
し
な
い
大
学
教
授
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
実

情
は
残
念
で
あ
る
。
だ
が
、

研
究
の
結
晶
体
は
原
稿
執

筆
に
あ
る
。
原
稿
執
筆
は

大
学
教
授
の
き
わ
め
て
重

要
な
仕
事
で
あ
る
。

　

恩
師
の
影
響
も
あ
っ

て
、
若
い
頃
か
ら
原
稿
を

執
筆
し
、
著
書
を
刊
行
し

て
き
た
。
新
聞
社
や
雑
誌

社
か
ら
の
依
頼
原
稿
も
執

筆
し
て
き
た
。

　

原
稿
を
仕
上
げ
て
編
集

部
に
送
る
と
、
あ
る
雑
誌

社
の
編
集
担
当
者
か
ら

「
こ
の
原
稿
で
は
誰
も
読

ん
で
く
れ
な
い
」
と
叱
責

さ
れ
た
。
依
頼
原
稿
を
執

筆
し
始
め
た
頃
で
あ
る
。

主
要
テ
ー
マ
だ
け
に
つ
い

て
直
線
的
に
描
く
の
で
は

な
く
、
周
辺
の
テ
ー
マ
も

加
え
て
、
政
治
や
経
済
の

視
点
も
絡
ま
せ
な
が
ら
、

複
眼
的
、
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
文
章
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
こ
の
編
集
担

当
者
か
ら
教
え
ら
れ
た
。

今
も
っ
て
こ
の
編
集
担
当

者
に
は
感
謝
し
て
い
る
。

発
信
す
る
と
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
批
判
は
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
試
行
錯
誤
が

研
究
者
を
育
て
て
い
く
。

研
究
と
教
育

研
究
と
教
育

　

初
の
女
性
総
裁
・
高
市
早
苗
さ
ん
。

快
挙
だ
、
期
待
し
て
い
る
。
10
月
17
日

頃
に
は
「
初
の
女
性
首
相
誕
生
」
と
い

う
歴
史
的
な
出
来
事
の
目
撃
者
に
な
る

だ
ろ
う
。
韓
国
は
靖
国
神
社
参
拝
か
ら

「
強
硬
保
守
で
極
右
性
向
」「
女
性
版
の

安
倍
氏
」
と
紹
介
。
中
国
は
積
極
財
政
と
防
衛
費

増
の
政
策
か
ら
「
日
本
の
代
表
的
な
右
翼
政
治
家

の
一
人
だ
」
と
指
摘
。
こ
こ
で
は
殺
風
景
な
話
よ

り
女
性
に
焦
点
を
合
わ
せ

て
み
た
い
。

　

待
ち
望
ん
だ
女
性
首

相
。
今
年
は
１
９
８
５
年
の
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
が
で
き
て
40
年
で
あ
る
。
一
向
に
進
ま
な
い
女

性
の
活
躍
に
発
破
を
か
け
た「
女
性
活
躍
推
進
法
」

の
成
立
か
ら
８
月
に
10
年
を
迎
え
た
。
女
性
首
相

の
誕
生
を
祝
う
節
目
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
い
き

な
り
の
米
中
首
脳
と
の
会
談
は
大
舞
台
だ
。
10
月

26
〜
28
日
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）、
10
月
27
日
に
は
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
が
来
日
、
10
月
31
日
〜
11
月
１
日
は
韓

国
で
習
近
平
主
席
も
出
席
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
議
と
強
硬
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
。

　

各
国
の
報
道
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
誌
シ
ュ
ピ
ー

ゲ
ル
は
「
東
京
の
鉄
の
女
」
と
、
高
市
氏
が
敬
愛

す
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
に
な
ぞ
ら
え
て
紹
介
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
紙
フ
ィ
ガ
ロ
も
「
タ
カ
派
」
で
あ

る
こ
と
を
強
調
。
イ
タ
リ
ア
の
ド
マ
ー
ニ
紙
は
初

の
女
性
首
相
で
右
派
の
メ
ロ
ー
ニ
首
相
と
の
類
似

か
ら
「
日
出
ず
る
国
の
メ
ロ

ー
ニ
」
と
位
置
づ
け
た
。

　

７
月
に
就
任
し
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ユ
リ
ヤ
・
ス
ビ
リ
デ
ン
コ
新
首
相
（
39
）

は
「
高
い
要
求
を
突
き
つ
け
る
米
国
の
ベ
ッ
セ
ン

ト
財
務
長
官
ら
と
の
交
渉
で
タ
フ
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ

ー
（
手
強
い
交
渉
相
手
）
と
し
て
名
前
を
売
り
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
信
頼
を
勝
ち
得
た
」
と
い
う
。

サ
ナ
エ
さ
ん
も
そ
う
に
ち
が
い
な
い
。

　

東
証
は
「
女
性
新
総
裁
」
で
日
経
平
均
終
値

（
10
月
６
日
）
は
２
１
７
５
円
高
の
４
万
７
９
４

４
円
。
新
し
き
酒
は
新
し
き
革
袋
に
盛
れ
。　

晴耕雨読

初
の
女
性
首
相
誕
生

　

近
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国

は
ア
ラ
ブ
人
が
住
む
ガ
ザ
地
区

へ
の
攻
撃
で
国
際
的
に
物

議
を
醸
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
国
を
構
成
す
る
ユ
ダ

ヤ
人
は
世
界
最
初
の
民
族

宗
教
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
を

創
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ユ
ダ
ヤ
教
を
批
判

的
に
発
展
さ
せ
た
の
が
キ
リ
ス

ト
教
で
、
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
イ

ス
ラ
ム
教
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
３
つ
の

宗
教
と
も
呼
び
名
は

違
っ
て
も
同
じ
神
を

信
仰
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
教
・

イ
ス
ラ
ム
教
・
仏
教

が
世
界
三
大
宗
教
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
大
宗
教
に
つ

い
て
ま
ず
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
解
説

ユダヤ教（１）
歴史こぼれ話歴史こぼれ話

2025・10・15

作
家
　
霧
山
文
三
郎

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
い
日
本
古
代
史

飛
鳥
・
白
鳳
を
謳
歌
し
た
女
傑
た
ち

連 載

　

著
者
の
思
い
は
「
こ
ん

な
も
の
が
あ
る
の
か
、
こ

ん
な
も
の
も
作
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
う
新
た
な
発

見
を
得
て
、
思
わ
ず
「
こ

れ
ほ
し
い
！
」
と
思
っ
て

く
れ
る
こ
と
だ
と
い
う
。

そ
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
執
筆
し
た
と
い
う
。

　

戦
火
の
な
か
で
も
勁け

い
そ
う草

の
ご
と
く
美
し
い
製
品
は

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

本
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
絆

を
つ
く
り
、
強
め
て
と
り

こ
（
フ
ァ
ン
）
に
さ
せ
る

魅
力
を
も
つ
。

を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ユ
ダ
ヤ
教
は
紀
元
前
５
世
紀

頃
成
立
し
て
い
ま
す
。
こ
の
頃

の
日
本
は
縄
文
時
代
末
期
で
弥

生
時
代
へ
の
過
渡
期
に
あ
た
り

ま
す
。
中
国
で
は
道
家
思
想
の

老
子
の
時
代
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
活
躍
す

る
ま
だ
１
０
０
年
ほ
ど
前
に
あ

た
り
ま
す
。

（
Ｎ
・
Ｋ
）

　

経
済
産
業
省
、
環
境
省

の
資
料
に
よ
れ
ば
、
１
９

９
０
年
代
、
日
本
で
は
ご

み
の
量
が
増
加
し
、
最
終

処
分
場
の
余
裕
が
な
く
な

る
と
い
う
大
き
な
問
題
に

直
面
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

れ
以
上
ご
み
を
増
や
さ

ず
、
資
源
と
し
て
再
び
活

用
す
る
た
め
の
法
制
度
や

政
策
が
次
々
と
実
行
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
最
終
処

分
場
に
運
ば
れ
る
ご
み
の

量
を
10
分
の
１
ま
で
減
ら

す
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

一
方
で
、
資
源
の
活
用

率
を
さ
ら
に
高
め
る
に
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
を
よ

り
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
。
こ
う
し
た
な
か

で
生
ま
れ
た
考
え
方
が
、

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
」だ
。簡
単
に
い
え
ば
、

資
源
を
循
環
さ
せ
、
経
済

も
環
境
も
豊
か
に
す
る
仕

組
み
の
こ
と
だ
。
ど
ん
な

モ
ノ
で
も
一
度
使
っ
た
だ

け
で
捨
て
る
の
で
は
な
く
、

修
理
し
て
使
い
続
け
た
り
、

新
し
い
製
品
の
材
料
に
再

利
用
し
た
り
し
て
、
資
源

と
経
済
を
ぐ
る
ぐ
る
回
す

仕
組
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ

ｅ
、
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
、
Ｒ
ｅ

ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
の
「
３
Ｒ
」

の
取
り
組
み
が
成
果
を
上

げ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
Ｒ

ｅ
ｐ
ａ
ｉ
ｒ
（
修
理
）、

Ｒ
ｅ
ｆ
ｕ
ｓ
ｅ
（
不
要
な

も
の
を
受
け
取
ら
な
い
）

の
２
Ｒ
を
加
え
た
「
５

Ｒ
」
が
重
要
と
な
る
。
た

だ
し
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
認
知
度
は
約

３
割
に
と
ど
ま
る
。
記
者

自
身
も
今
回
初
め
て
耳
に

し
た
言
葉
だ
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
経
済

産
業
省
は
、消
費
者
に
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

理
解
を
広
げ
、
資
源
循
環

に
つ
な
が
る
行
動
を
促
す

た
め
、
大
阪
・
関
西
万
博

Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
メ
ッ
セ
屋
内
展

示
場「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
南
ホ
ー

ル
」
で
９
月
23
日
か
ら
29

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
、

体
験
型
催
事
「
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
研
究
所
」

を
開
設
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

兼
体
験
会
で
は
、
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
滝
川
ク

リ
ス
テ
ル
氏
、
お
笑
い
芸

人
で
あ
り
ご
み
清
掃
員
で

も
あ
る
マ
シ
ン
ガ
ン
ズ
滝

沢
秀
一
氏
、
経
済
産
業
省

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
環
境

局
Ｇ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
資
源
循

環
経
済
課
長
の
三
牧
純
一

郎
氏
が
登
壇
。
人
気
ア
ニ

メ
「
科
学
漫
画
サ
バ
イ
バ

ル
」
シ
リ
ー
ズ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
ジ
オ
君
も
着
ぐ

る
み
で
登
場
し
、
滝
川
氏

や
滝
沢
氏
と
共
に
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
を

テ
ー
マ
に
語
り
合
っ
た
。

ご
み
と
資
源
の
見
分
け
方

や
、
漁
網
を
再
利
用
し

た
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
、
途

上
国
へ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
寄

付
、
冷
蔵
庫

内
の
食
材
を

食
べ
残
さ
な

い
工
夫
、
服

の
レ
ン
タ

ル
、
使
い
捨

て
カ
イ
ロ
の
水
質
浄
化
利

用
、食
用
油
の
回
収
な
ど
、

多
様
な
実
例
が
紹
介
さ
れ

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
、
賞
味
期
限
間
近

の
食
品
を
冷
蔵
庫
に
置

き
、
客
が
自
由
に
出
し
入

れ
で
き
る
取
り
組
み
も
紹

介
さ
れ
、
会
場
を
驚
か
せ

た
。
滝
川
氏
が
強
調
し
た

「
フ
ー
ド
ロ
ス
を
減
ら
す
」

と
い
う
実
践
は
、
誰
で
も

今
日
か
ら
取
り
組
め
る
身

近
な
行
動
と
い
え
る
。

　

研
究
所
に
は
１
０
０
者

の
企
業
・
団
体
が
出
展
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
。
展
示
会
そ
の
も
の
も

99
・
６
％
（
計
画
想
定
）

が
再
利
用
可
能
な
素
材

で
構
成
さ
れ
た
。「
買
う
」

「
使
う
」「
分
け
る
」「
回
す
」

の
４
エ
リ
ア
で
展
示
が
行

わ
れ
、
暮
ら
し
の
中
で

実
践
で
き
る
ヒ
ン
ト
が
詰

展
示
は
多
く
の
外
国
人
に

見
て
も
ら
え
る
機
会
で
も

あ
り
、
日
本
の
取
り
組
み

を
世
界
に
発
信
し
、
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
日
本
経

済
を
持
続
的
に
回
し
て
い

く
た
め
の
啓
蒙
と
サ
ポ
ー

ト
に
つ
な
げ
た
い
」

　

詳
し
く
は
、「
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
研
究

所
」で
検
索
し
て
ほ
し
い
。

（
根
岸
健
太
郎
）

資源と経済をぐるぐる回す

サーキュラーエコノミーサーキュラーエコノミー

ま
っ
て
い
た
。
温
室

効
果
ガ
ス
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
の
削
減
技

術
に
取
り
組
む
企
業

の
姿
も
目
立
っ
た
。

　

三
牧
課
長
は
取
材

に
対
し
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。

　
「
今
後
は
企
業
が

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
に
取
り
組
む

こ
と
自
体
が
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
な
が
り
、
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
海

外
と
の
取
引
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
。
日
本

人
に
は
過
去
の
実
績

を
含
め
て
大
き
な
潜

在
力
が
あ
る
。
こ
の

サーキュラーエコノミー
研究所をPRする

顕宗天皇、近
ちかつあすか

飛鳥

八
やつりのみや

釣宮跡

清寧天皇、磐
いわれみか

余甕

栗
くりのみや

宮跡
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明
治
維
新
と
言
え
ば
坂

本
龍
馬
や
西
郷
隆
盛
、
勝

海
舟
、
徳
川
慶
喜
な
ど
が

浮
か
び
ま
す
。
も
う
一
つ

の
「
明
治
維
新
の
陰
の
立

役
者
」を
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
言
語
で
す
。
日
本

語
の
な
い
１
世
紀
に
漢
字

と
出
合
い
、
現
在
ま
で
衰

退
す
る
こ
と
な
く
他
国
の

言
語
を
飲
み
込
み
な
が
ら

消
化
し
昇
華
さ
せ
て
、
自

己
増
殖
し
て
き
て
い
る
日

本
語
は
国
の
強
さ
で
あ
り

誇
り
で
す
。

　

日
本
人
が
最
初
に
漢
字

と
出
会
っ
た
の
は
九
州
・

宵よ
い
や
み闇
の
水み

な
も面
に
矢
が
飛
び
交
う
。

　

紀
ノ
川
を
二
俣
に
裂さ

く
岡
山
の
湊
か
ら

漕
ぎ
出い

で
た
正ま

さ
し
げ成
率
い
る
二
十
名
余
の
楠

木
党
は
、
身
を
屈
め
な
が
ら
単た

ん

縦じ
ゅ
う
じ
ん陣
で
進

む
。
現
在
の
中
ノ
島
附
近
に
該
当
す
る
上

流
に
大
和
の
地じ

と
う頭
職し

き

・
隅す

だ

と

う

田
党
、
和
歌

川
に
当
た
る
東
側
の
下
流
に
紀
伊
の
在

地
領
主
・
湯ゆ

あ
さ
と
う

浅
党
の
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百

ほ
ど
の
船
団
が
篝

か
が
り

火び

を
焚た

き
対た

い
じ峙
す
る
。

北ほ
う
じ
ょ
う
と
く
そ
う
け
ひ
か
ん

条
得
宗
家
被
官
で
あ
る
隅
田
党
は
、
京

都
六ろ

く
は
ら
た
ん
だ
い

波
羅
探
題
の
先せ

ん
け
ん遣
と
し
て
〝
ミ
ツ
ウ

ロ
コ
〞
の
旗き

し幟
を
掲か

か

げ
、
紀
州
最
大
の
幕

府
御
家
人
で
あ
る
湯
浅
党
は
、
伊
勢
平

氏
由
来
の
赤
旗
を
は
た
め
か
せ
て
い
る
。

内な
い
か
ん
れ
い

管
領
・
長な

が
さ
き
た
か
す
け

崎
高
資
ら
幕
府
首
脳
は
い
ず
れ
の
軍
に
も

「
紀
ノ
川
河
口
を
占
拠
す
る
源
氏
の
残
党
（
源
九
郎
義

経
の
郎
党
・
鈴
木
三
郎
重し

げ
い
え家
の
末
裔
）
を
討
伐
せ
よ
」

と
の
命
を
下
し
て
い
る
。
が
、
も
と
も
と
熊
野
信
仰

を
広こ

う
せ
ん宣
す
る
神
官
の
元
締
め
と
し
て
紀
州
に
根
付
い

て
き
た
鈴
木
一
族
は
も
と
よ
り
、
治
承
寿
永
の
頃
よ

り
紀
ノ
川
流
域
を
大た

い
か過
な
く
治
め
て
来
た
湯
浅
党
に

と
っ
て
迷
惑
こ
の
上
な
い
話
で
あ
る
。

　

先
に
仕
掛
け
た
の
は
隅
田
党
だ
っ
た
。
附
近
の

島と
う
し
ょ
ぶ

嶼
部
か
ら
半
ば
強
引
に
徴ち

ょ
う
よ
う用
し
た
水か

主こ

・
梶か

ん

取ど
り

を

叱
咤
し
、
潮
流
に
乗
っ
て
攻
め
か
か
る
。
後ご

づ
め詰
が
無

い
で
あ
ろ
う
か
れ
ら
は
短
時
間
の
う
ち
に
鈴
木
一
族

の
根
拠
地
を
占
拠
し
、
首
領
で
あ
る
孫
三
郎
の
首し

る
し級

を
挙
げ
る
算
段
だ
。
一
方
、
下
流
の
湯
浅
は
弓
に
矢

を
番
え
た
ま
ま
動
か
な
い
。

　

―
兄
者
―
後
ろ
に
い
た
正ま

さ
す
え季
が
、
舟
の
舳へ

さ
き先
を
並

べ
正
成
に
囁さ

さ
や

く
。

　
「
間
も
の
う
満み

ち
し
お潮
じ

ゃ
、
次
は
湯
浅
が
潮
に

乗
っ
て
隅
田
の
横
っ
腹

を
衝つ

く
」

　
「
や
け
に
詳
し
い
な
」

　
「
申
し
た
で
あ
ろ
う
、

こ
こ
い
ら
は
俺
に
と
っ

て
は
庭
、
い
や
池
み
た

い
な
も
ん
だ
と
。
い
っ

そ
、
隅
田
を
挟
み
撃
ち

に
し
て
、
大
和
も
い
た

だ
く
か
」

　
「
黙
れ
、
こ
の
悪あ

く
と
う党
」

　

兄
が
弟
の
兜

か
ぶ
と

鉢ば
ち

を
殴

っ
た
時
、
潮
目
が
変
わ

っ
た
。

　

―
我
こ
そ
は
北
条
得

宗
家
御み

う
ち
び
と

内
人
、
隅
田
次じ

ろ
う郎
左ざ

衛え
も
ん門
忠た

だ

長な
が

な
り
。
鈴
木

の
孫
三
郎
ど
の
は
何い

ず
こ処
ぞ
―

　

潮
流
に
押
し
返
さ
れ
な
が
ら
、
舳
先
に
立
っ
た

赤あ
か
い
と
お
ど
し

糸
縅
の
武
将
が
叫
ぶ
。
か
れ
は
隅
田
の
惣
領
で
あ

る
。
次
郎
左
衛
門
が
采
配
を
振
る
う
船ふ

な
べ
り縁
に
、
風
に

乗
っ
た
無
数
の
火
矢
が
突
き
刺
さ
る
。
矢
を
放
っ
た

で
あ
ろ
う
湯
浅
党
の
先せ

ん
ぽ
う鋒
が
二
の
矢
を
番
え
な
が
ら

名
乗
り
を
挙
げ
る
。

　

―
阿あ

せ弖
川が

わ

孫ま
ご
ろ
く六
な
り
、
紀
州
は
平へ

い

相し
ょ
う
こ
く国
（
清き

よ

盛も
り

）
の

世
よ
り
、
我
ら
湯
浅
が
守
護
し
て
来
た
地
じ
ゃ
、
隅
田

ど
の
、
痛
い
目
に
遭
う
前
に
と
っ
と
と
去
ら
れ
よ
―

　

湯
浅
党
の
水
主
・
梶
取
ら
が
鳴
物
で
囃は

や

し
立
て
る
。

阿
弖
川
孫
六
こ
と
湯ゆ

あ
さ
む
ね

浅
宗
藤ふ

じ

は
、
党
随
一
の
猛も

さ者
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
熊
野
街
道
を
ほ
ぼ
掌
握
す
る
湯

浅
一
族
の
い
ち
武
将
に
過
ぎ
ず
、
か
れ
の
背
後
に
は

数
百
の
後
詰
船
団
が
い
る
。

　
「
俺
は
湯
浅
を
説
得
す
る
。
七
郎
（
正
季
）、
お
前

は
隅
田
を
止
め
よ
。
法ほ

う

達た
つ

、
旗
じ
ゃ
」

　

舳
先
に
立
っ
た
八
木
法
達
が
〝
菊き

く
す
い
き

水
旗
〞
を
掲
げ
る
。

　
「
河
内
の
楠
木
か
、
邪
魔
だ
て
致
す
な
。
い
や
…
お

主
ら
も
あ
の
長
崎
の
一
味
よ
の
」

薙な
ぎ
な
た刀
に
持
ち
替
え
た
孫
六
が
、
蔑さ

げ
す

ん
だ
眼
で
正
成

を
見
据
え
る
。

　
「
そ
う
じ
ゃ
、
御
内
人
じ
ゃ
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

通
り
小こ

ぜ
い勢
で
来
た
」

　
「
俺
た
ち
の
シ
マ
を
掠か

す

め
盗と

り
に
来
た
の
で
あ
ろ

う
」

　
「
東
北
の
乱
を
知
ら
ぬ
の
か
。
こ
れ
は
罠
だ
。
鈴
木

を
討
伐
し
た
隅
田
を
湯
浅
が
攻
め
滅
ぼ
す
。
次
に
六

波
羅
が
湯
浅
討
伐
の
兵
を
送
る
。
先
鋒
は
我
ら
楠
木
。

楠
木
が
尽
き
た
後
、
長
崎
は
湯
浅
一
族
を
二
分
し
、
争

わ
せ
る
」

　
「
知
っ
た
風
な
口
を
聴
く
な
、
あ
が
ら

4

4

4

紀
州
は
一
枚

岩
じ
ゃ
」

　

孫
六
の
振
り
か
ざ
し
た
薙
刀
に
、
隅
田
党
と
は
別
の

方
角
か
ら
の
矢
が
突
き
立
つ
、
さ
ら
に
反
対
の
方
角
か

ら
も
。
矢
は
水
主
・
梶
取
を
外
し
、
湯
浅
党
の
戦
闘
員

の
胴ど

う

丸ま
る

に
突
き
刺
さ
る
。

　
「
一
旦
退ひ

け
。
…
お
の
れ
楠
木
、
次
は
陸お

か

の
戦
で
屠ほ

ふ

っ
て
や
ろ
う
程
に
」

　
「
我
が
赤あ

か

坂さ
か
じ
ょ
う城
へ
ま
い
れ
、
存
分
に
相
手
致
す
」

〝
碇

い
か
り

知と
も

盛も
り

〞
が
如
く
仁
王
立
ち
し
た
ま
ま
、
鬼
の
形ぎ

ょ
う
そ
う相

で
退
く
孫
六
を
複
雑
な
想
い
で
見
送
っ
て
い
る
と
、

汽き
す
い
い
き

水
域
の
遠お

ち
こ
ち近
か
ら
子
ど
も
と
思
し
き
声
が
谺こ

だ
ま

し
て
来

た
。

　
「
父
上
ぇ
ー
」

　
「
と
と
ー
」

　
「
ち
り
う
え
ー
」

　

目
を
凝
ら
す
と
、
島
嶼
か
ら
湧
き
出
た
と
思
し
き
数

十
の
松た

い
ま
つ明
が
、
楠
木
勢
を
目
指
し
て
集
結
し
て
く
る
。

そ
れ
ら
数
十
艘
の
舳
先
に
、
声
の
主
と
思
し
き
童わ

ら
べ

が
船

頭
に
抱
か
れ
て
い
る
。

　
「
お
お
、
こ
こ
じ
ゃ
、
こ
こ
じ
ゃ
新し

ん
し
ち七
、
父
は
こ
こ

じ
ゃ
」

　

隅
田
党
を
追
い
返
し
た
正
季
が
大
手
を
振
っ
て
迎

え
、
源
義
経
が
如
く
舟
か
ら
舟
へ
と
乗
り
移
り
な
が
ら

　
「
わ
い
は
何
処
の
新
七
じ
ゃ
、
お
お
狐

き
つ
ね

島じ
ま

か
、
大
き

ゅ
う
な
っ
た
の
。
こ
な
た
は
小あ

ず豆
島し

ま

の
…
、
母
者
は
達

者
か
…
」
と
、
ひ
と
り
ひ
と
り
抱
き
上
げ
て
い
る
。

　
「
あ
れ
は
全
て
若
の
男お

の
こ子
で
す
。
七
郎
正
季
の
子
故ゆ

え

み
な
〝
新
七
〞」

　

法
達
が
解
説
す
る
。
岡
山
の
湊
へ
着
く
と
、
孫
三
郎

が
孫
と
思
し
き
五
歳
ほ
ど
の
男
児
を
従
え
出
迎
え
た
。

腕
に
嬰え

い
じ児
を
抱
え
て
い
る
。
正
季
は
二
人
を
交
互
に
見

据
え
、

　
「
ふ
く
4

4

に
は
気
の
毒

な
こ
と
を
し
た
、許
せ
」

　
「
立
派
な
二
人
目
を

生
み
ま
し
た
ぞ
、ほ
れ
」

　
「
お
お
、
新
七
の
弟

か
、
俺
に
似
て
良
き
面つ

ら

構が
ま

え
じ
ゃ
」

　
「
左
様
、
ま
だ
三
月

と
申
す
に
も
う
歯
が

生
え
揃
っ
て
お
っ
て
、

乳め
の
と母
の
乳
首
を
噛か

み
申

す
」

　
「
行
く
末
、
敵
の
首

に
食
ら
い
付
く
〝
歯は

神が
み
さ
ま様
〞
に
な
る
や
も
知

れ
ぬ
。
そ
う
だ
、
こ
の

児
は
和わ

だ田
で
育
て
る
。
名
は
…
〝
し
ん
し
ち
〞
の
弟
で

〝
し
ん
ぱ
ち
〞
が
良
い
、
和
田
新し

ん

ぱ

ち

発
意
じ
ゃ
」

　

こ
う
し
て
、
紀
州
の
乱
は
未
然
に
阻
止
さ
れ
た
。

　

泉
州
へ
と
引
き
上
げ
る
船
の
上
で
、
舳
先
に
立
っ
て

嬰
児
を
あ
や
す
異
母
弟
を
見
据
え
な
が
ら
、
正
成
は
ふ

と
京
に
着
い
た
と
聴
く
同
母
妹
を
思
っ
た
。

　

京
に
着
い
て
ひ
と
月
、
桔き

き
ょ
う梗
は
田
楽
一
座
の
頭
と
し

て
公
家
や
有
力
御
家
人
の
六
波
羅
邸
で
歌
舞
を
披
露
す

る
傍
ら
、
一
座
を
後
援
す
る
六
波
羅
探
題
北き

た
か
た方
（
上

席
）
の
北
条
仲な

か

時と
き

に
与
え
ら
れ
た
屋
敷
で
寝
起
き
し
て

い
た
。

従じ
ゅ

五ご

い位
下げ

弾だ
ん

正じ
ょ
う
し
ょ
う
ひ
つ

少
弼
兼け

ん

越え
ち
ご
の後
守か

み

に
て
摂せ

っ
つ津
の
守し

ゅ
ご護
職し

き

で
あ
り
、
鎌
倉
帰
還
後
は
引ひ

き
つ
け付
衆し

ゅ
うを
経
て
連れ

ん
し
ょ署
・
執し

っ
け
ん権

に
補
任
さ
れ
る
か
れ
は
、
近
い
う
ち
に
相
応
の
公
家
か

御
家
人
か
ら
正
妻
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
い

ま
は
時
折
こ
の
屋
敷
に
泊
っ
て
ゆ
く
。

　

そ
の
夜
も
仲
時
は
遅
い
時
刻
に
ひ
と
り
で
来
た
。
京

に
先
着
し
て
い
た
南み

な
み
か
た方
の
北
条
時と

き
ま
す益
を
始
め
と
す
る
奉

行
衆
と
の
会
議
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
、
幼
さ
を
残
す

容
貌
か
ら
日
に
日
に
笑
顔
が
消
え
て
ゆ
く
。

　

―
桔
梗
ど
の
―

　

人
前
で
は
〝
瑠る

衣い

〞
と
呼
ぶ
仲
時
も
、
ふ
た

り
き
り
の
時
は
そ
う
呼
ぶ
。
高た

か

え

ぼ

し

烏
帽
子
を
脱
ぎ
、

膝
に
預
け
る
鬢び

ん

の
辺
り
に
白
い
も
の
が
混
じ
る
。

　
「
し
ば
し
、
一
座
を
連
れ
て
河
内
の
故く

に郷
に
参

っ
て
く
れ
ぬ
か
…
、
紀
州
の
乱
を
阻
止
し
て
く

れ
た
多た

も
ん聞
兵び

ょ
う
え衛
ど
の
へ
の
せ
め
て
も
の
礼
に
な
、

逢あ

い
た
い
な
…
正
成
ど
の
に
」

　

そ
う
呟
き
な
が
ら
、
都
の
政

ま
つ
り
ご
とを
双
肩
に
背
負

う
貴
人
が
、
少
年
の
様
な
寝
息
を
立
て
る
。

次
々
号
（
11
月
15
日
付
）に
つ
づ
く
悪党の風貌

2031
楠木正成
挙兵700年
作
　
池
内
文
藏

題
字
　
大
東
　
守

2031
楠木正成
挙兵700年

か

お

連載小説連載小説 其ノ参拾肆其ノ参拾肆
3434

　

小
泉
八
雲
に
「
葬
ら
れ

た
る
秘
密
」
と
い
う
話
が

あ
る
。

　

お
園
と
い
う
女
性
の
霊

が
、
夜
な
夜
な
生
前
に
使

用
し
て
い
た
タ
ン
ス
の
前

に
現
れ
る
。
お
園
は
タ
ン

ス
の
中
に
あ
る
物
に
執
着

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
タ

ン
ス
を
空
に
し
て
も
お
園

の
霊
は
消
え
な
い
。
タ
ン

ス
を
よ
く
調
べ
る
と
、
そ

こ
に
あ
っ
た
も
の
は
…
と

い
う
怪
談
で
あ
る
。

　

こ
の
話
の
怖
い
と
こ
ろ

は
、
お
園
は
ま
だ
５
歳
に

も
な
ら
な
い
自
身
の
息
子

を
遺
し
て
亡
く
な
っ
た
の

だ
が
、
霊
は
そ
の
息
子
を

見
て
微
笑
む
も
の
の
、
息

子
よ
り
も
タ
ン
ス
の
中
に

あ
る
物
へ
の
執
着
の
方
が

勝
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
毎
晩
毎
晩
、
お
園
は

現
れ
る
の
で
、
そ
の
度
に

ほ
か
の
家
族
に
も
姿
を
見

ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
誰
か

を
恨
む
わ
け
で
も
、
死
を

悔
い
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
た
だ
た
だ
タ
ン
ス
の

中
の
あ
る
物
に
執
着
し
て

い
る
の
だ
。

　

生
前
の
お
園
は
夫
と
息

子
と
楽
し
く
過
ご
し
た
と

い
う
。
お
園
は
、
家
族
よ

り
も
タ
ン
ス
の
中
の
物
が

大
切
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
思
う
に
、
亡

く
な
る
間
際
に
ふ
と
「
タ

ン
ス
の
中
に
隠
し
て
お
い

た
あ
れ
、
私
が
死
ん
だ
ら

夫
に
見
ら
れ
て
し
ま
う
の

か
。
早
く
捨
て
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
な
」
と
で
も

思
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
亡
く
な
っ
た
こ
と

で
身
体
と
い
う
か
せ
が
外

れ
、
お
園
自
身
も
そ
の
小

さ
な
想
い
を
制
御
で
き

ず
、
霊
に
な
っ
て
現
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
だ
と
し

た
ら
こ
ん
な
に
苦
し
い
こ

と
は
な
い
。

　

私
は
ふ
と
そ
ん
な
こ
と

を
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ベ
ッ
ド
の
上
で
横
に
な

り
、
頭
に
は
多
く
の
電
極

が
つ
い
て
い
る
。
そ
の
１

本
１
本
が
巨
大
な
機
械
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
機
械

が
稼
働
し
始
め
る
。
低
く

ゆ
っ
く
り
し
た
音
が
だ
ん

だ
ん
と
高
音
に
な
り
、
人

間
の
聴
覚
で
は
捉
え
ら
れ

な
い
高
周
波
と
な
っ
た
。

ま
だ
私
の
意
識
は
こ
の
身

体
に
あ
る
。

　
「
で
は
、
あ
な
た
の
意
識

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
に

転
送
さ
れ
ま
す
。
身
体
と

い
う
制
限
が
な
く
な
り
、

あ
な
た
は
自
由
に
な
り
ま

す
」
技
師
が
淡
々
と
話
す
。

　

そ
う
言
わ
れ
て
も
、
私

は
私
の
意
識
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
お
園
の
よ
う
に
、
私

の
意
識
が
暴
走
し
な
い
の

か
。
不
安
は
募
る
ば
か
り

で
あ
る
。

Ｓ
Ｆ
小
説

葬
ら
れ
た
る
秘
密

Ｓ
Ｆ
作
家　

中
森
臨
時

生
成
Ａ
Ｉ
で
世
界
は
こ
う
変
わ
る

今
井
翔
太
著

Ｓ
Ｂ
新
書　

９
９
０
円（
税
込
み
）

話題の本
時代を読む

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

博
多
湾
の
志
賀
島
で
発
見

（
１
７
８
４
年
）
さ
れ
た

金
印
の
刻
字
で
し
た
。
国

宝
・
金
印
「
漢

か
ん
の

委わ
の

奴な
の

国こ
く

王お
う
」
で
す
。
孫
娘
が
学
ん

だ
教
科
書
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル

歴
史
」（
東
京
法
令
出
版
）

は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

ま
す
。

　
「
建
武
中
元
２
年
（
57

年
）
に
倭わ

の
奴な

こ
く国
は
、
使

者
を
後
漢
の
都
洛
陽
に
送

り
、
貢
物
を
も
っ
て
あ
い

さ
つ
に
き
た
。
…
後
漢
の

光
武
帝
は
奴
国
に
印
と
組

み
ひ
も
を
与
え
た
」

　

日
本
側
に
記
録
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
我
が
国

に
関
す
る
出
来
事
が
「
後

漢
書
」
東
夷
伝
に
記
述
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

重
さ
１
０
９
グ
ラ
ム
、

１
辺
23
㎝
、
金
含
有
量

95
・
１
％
の
金
印
は
福
岡

市
博
物
館
で
通
年
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
学
而
時
習
之
」
を
学

ん
だ
「
論
語
」
は
３
世
紀

頃
に
、
朝
鮮
よ
り
日
本
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
儒
教

の
経
典
の
一
つ
で
日
本
人

が
初
め
て
出
合
っ
た
書
物

と
言
わ
れ
、
聖
徳
太
子
は

「
十
七
条
憲
法
」（
６
０
４

年
制
定
）
に
論
語
の
教
え

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
史
書
で
あ
る

「
古
事
記
」（
７

１
２
年
）は「
正

規
の
漢
文
で
は

な
く
、
漢
字
を

日
本
語
の
表
音

文
字
と
し
て
用

い
て
い
る
」
に

対
し
、「
日
本

書
紀
」（
７
２

０
年
）は「
堂
々

た
る
漢
文
で
書

か
れ
て
い
る
」

漢
字
と
の
出
合
い

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人

書書書

76

　

私
た
ち
は
人
類
の
歴
史

の
転
換
期
に
い
ま
す
。
２

０
２
２
年
11
月
に
公
開
さ

れ
た
言
語
生
成
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
で
あ
る
「
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
は
画
像
や

音
声
な
ど
の
分
野
に
も
爆

発
的
に
広
が
り
、
生
成
Ａ

Ｉ
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と

な
り
ま
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ

の
技
術
の
開
発
や
実
用
化

は
超
速
で
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
進
む
な
か
、
私
た
ち
は

否
応
な
し
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト

が
欲
し
い
の
は
「
き
つ

い
」「
危
険
な
」「
人
手
不

足
」
の
建
設
の
現
場
や
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
、
介

護
の
現
場
で
し
ょ
う
。
人

員
削
減
を
受
け
た
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
は
リ
ス
キ
リ
ン

グ
を
受
け
「
ア
ド
バ
ン
ス

ト
（
高
度
な
）」
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
生

ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
は
妄
想
や
暴
言
な

ど
認
知
症
に
伴
う
症
状
の

発
生
を
脈
拍
や
睡
眠
、
室

内
の
温
湿
度
な
ど
の
情
報

か
ら
前
兆
を
予
測
す
る
Ａ

Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
と
の
会
話

で
認
知
機
能
を
判
定
す
る

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
も
開
発
発

売
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
正
し
く
使
い

こ
な
す「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
」

な
専
門
人
材
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。

　
「
貴
殿
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
不
合
格
に

な
り
ま
し
た
」
と
携
帯
電

話
の
契
約
を
申
し
込
ん
だ

消
費
者
が
「
信
用
力
不

足
」
と
判
断
さ
れ
自
動
で

通
知
を
受
け
た
事
例
。
デ

ー
タ
に
基
づ
く
判
断
の
基

準
を
詳
し
く
知
ら
さ
れ
ま

せ
ん
。
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）

の
裁
判
所
が
今
年
２
月
、

企
業
が
き
ち
ん
と
応
え
る

べ
き
だ
と
い
う
趣
旨
の
判

決
を
下
し
て
い
ま
す
。
ア

パ
ー
ト
の
入
居
や
有
能
な

人
材
が
不
採
用
に
な
る

等
、
Ａ
Ｉ
任
せ
の
弊
害
が

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

企
業
経
営
に
「
Ａ
Ｉ
役

員
」
が
登
場
。「
Ａ
Ｉ
役

員
経
営
参
加　

多
様
な
視

点
、意
思
決
定
支
援
」（
産

経
９
・
８
）、「
経
営
助
言

へ
Ａ
Ｉ
が
議
論
」（
日
経

８
・
27
）
な
ど
は
す
ぐ
に

普
及
す
る
で
し
ょ
う
。
Ａ

Ｉ
同
士
が
議
論
し
、
経
営

や
投
資
家
対
応
な
ど
に
関

す
る
助
言
を
導
き
出
す
シ

ス
テ
ム
の
提
供
を
開
始
し

た
と
も
発
表
し
て
い
ま

す
。
保
険
会
社
な
ど
で
は

契
約
書
作
成
を
行
う
「
Ａ

Ｉ
秘
書
」
が
各
社
で
稼
働

し
て
い
ま
す
。
ア
ル
バ
ニ

ア
で
は
「
Ａ
Ｉ
閣
僚
」
が

議
会
で
演
説
し
た
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
ま
し
た
。

　

看
護
師
や
美
容
師
な
ど

の
「
人
間
の
指
の
熟
練
し

た
器
用
さ
」
は
機
械
に
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
貴
重
で

す
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に

つ
い
て
、「
優
秀
な
人
し

か
で
き
な
い
と
思
わ
れ
て

い
た
仕
事
も
実
は
Ａ
Ｉ
が

一
番
得
意
か
も
し
れ
な

い
」
と
栗
原
聡
慶
應
義
塾

大
学
教
授
（
人
工
知
能
学

会
会
長
）。
記
憶
力
の
い

い
優
秀
な
人
は
Ａ
Ｉ
の
構

造
を
考
え
れ
ば
納
得
で

す
。
枠
に
は
ま
ら
な
い
ワ

イ
ル
ド
な
発
想
が
で
き
る

柔
軟
な
人
が「
こ
れ
か
ら
」

の
優
秀
な
人
で
し
ょ
う
。

　

本
書
は
「『
生
成
Ａ
Ｉ

革
命
』
と
い
う
歴
史
の
転

換
点
」
か
ら
「
生
成
Ａ
Ｉ

の
背
後
に
あ
る
技
術
」、

「
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
消
え
る

仕
事
・
残
る
仕
事
」、「
Ａ

Ｉ
が
問
い
直
す
『
創
作
』

の
価
値
」、「
生
成
Ａ
Ｉ
と

と
も
に
歩
む
人
類
の
未

来
」
と
知
り
た
い
こ
と
が

か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届

く
よ
う
な
タ
ッ
チ
で
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
推
し
は

一
気
読
み
。
巻
末
の
「
松

尾
豊
×
今
井
翔
太
」は「
生

成
Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ

る
ス
キ
ル
と
マ
イ
ン
ド
と

は
？
」
を
テ
ー
マ
に
個
人

の
生
き
方
を
考
察
し
た
師

弟
対
談
。「
戦
略
的
思
考

を
身
に
つ
け
ろ
、
国
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
未
来
の

舵
は
自
分
で
握
れ
」
な
ど

示
唆
に
富
む
。
こ
れ
が
本

書
を
推
す
理
由
で
す
。

【
著
者
紹
介
】

今
井
翔
太
（
い
ま
い
・
し
ょ
う
た
）

　

１
９
９
４
年
、
金
沢
市
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
技
術
経
営
戦
略
学
専
攻
松
尾

研
究
室
に
所
属
。
博
士
（
工
学
、
東
京
大
学
）。

人
工
知
能
分
野
に
お
け
る
強
化
学
習
の
研
究
、
特

に
マ
ル
チ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
強
化
学
習
の
研
究
に
従

事
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
登
場
以
降
は
、
大
規
模
言

語
モ
デ
ル
等
の
生
成
Ａ
Ｉ
に
お
け
る
強
化
学
習
の

活
用
に
興
味
を
持
つ
。
著
書
に
「
深
層
学
習
教
科

書　

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
Ｇ
検
定
（
ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
）公
式
テ
キ
ス
ト（
第
２
版
）」（
翔
泳
社
）、

「
Ａ
Ｉ
白
書
２
０
２
２
」（
角
川
ア
ス
キ
ー
総
合
研

究
所
）、
訳
書
に
Ｒ
・
Ｓ
ｕ
ｔ
ｔ
о
ｎ
著
「
強
化

学
習
（
第
２
版
）」（
森
北
出
版
）
な
ど
。

　

Ａ
Ｉ
は
目
ま
ぐ
る
し
く

進
化
し
、
日
常
に
浸
透
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
頃
に

観
た「
ス
ペ
ー
ス
コ
ブ
ラ
」

の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
「
レ

デ
ィ
」
は
、
ク
ー
ル
で
無

表
情
な
の
に
人
間
味
が
あ

り
、
な
ぜ
か
惹
か
れ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
っ
た
。

　

特
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

や
Ｃ
ｌ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
対
話
型
Ａ
Ｉ

は
、
人
の
言
葉
に
寄
り
添

い
、
考
え
を
整
理
す
る
手

助
け
を
し
て
く
れ
る
。
カ

タ
チ
の
な
い
Ａ
Ｉ
に
、
そ

の
未
来
を
想
像
す
る
と
同

時
に
、
言
葉
に
寄
り
添
う

心
地
よ
さ
に
引
き
込
ま
れ

る
感
覚
が
あ
る
。
こ
の
便

利
さ
と
親
近
感
の
中
に
、

Ａ
Ｉ
へ
の
過
度
な
依
存
や

人
間
ら
し
い
判
断
力
の
低

下
と
い
っ
た
危
う
さ
を
感

じ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
を
否
定
す
る
の
で

は
な
く
共
存
し
て
い
く
今

だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
は
何

か
を
問
い
直
し
た
い
。
箸

を
置
く
一
拍
、
相
づ
ち
の

う
な
ず
き
、
季
節
の
挨
拶

に
宿
る
余
情
。
沈
黙
の
中

に
あ
る
意
味
、
言
い
切
ら

な
い
こ
と
の
尊
さ
。
茶
道

の
「
一
期
一
会
」、
俳
句

の「
余
情
」、日
本
語
の「
察

す
る
」
文
化
。
こ
れ
ら
は

千
年
を
超
え
て
受
け
継
が

れ
、
Ａ
Ｉ
が
代
替
で
き
な

い
「
間
」
や
「
余
白
」
の

価
値
こ
そ
が
、日
本
の「
感

性
の
遺
産
」
で
あ
り
、
Ａ

Ｉ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
豊
か
な
感
性
を
次
世

代
に
手
渡
す
責
任
が
あ
る

と
思
う
。

　

９
月
21
日
、「
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
の

こ
の
日
、
大
阪
市
中
央
区

の
エ
ル
・
お
お
さ
か
（
大

阪
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
）

で
、
恒
例
の
「
介
護
と
福

祉
の
勉
強
会
」
が
開
か
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「
い
ま
か

ら
で
き
る
介
護
の
備
え
」。

第
１
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
介
護
の

現
場
を
担
う
小
規
模
多
機

能
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
ら
が
登
壇
。
第

２
部
で
は
参
加
者
を
交
え

た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

栄
養
ド
リ
ン
ク
片
手
に

24
時
間
闘
っ
て
き
た
団
塊

世
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
た

ち
は
、
身
体
の
衰
え
を
自

覚
し
な
が
ら
も
年
寄
り
扱

い
を
嫌
い
、
自
ら
が
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
と
な
る
時

期
を
「
ま
だ
ま
だ
先
」
と

侮
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
う

し
た
先
送
り
を
繰
り
返

し
、
突
然
訪
れ
た
「
そ
の

日
」
に
右
往
左
往
し
、
見

学
す
ら
行
か
ず
に
決
め
た

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
繰
り
返
し

「
介
護
難
民
」
に
。

　

主
催
す
る
一
般
社
団
法

人
介
護
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
東
大
阪
市
菱
江
１

―
27
―
１
・
北
野
喜
広
代

表
）
で
は
、
認
知
症
を
は

じ
め
と
し
た
介
護
が
必
要

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
勉
強
会
を
始
め
、

実
際
に
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
際
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
、
身
寄
り
の
な

い
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

成
年
後
見
制
度
な
ど
、
幅

広
い
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。
２
年
前
に
始
ま
っ
た

こ
の
勉
強
会
に
は
毎
回
40

名
余
が
参
加
し
、
急
な
認

知
症
に
対
応
で
き
る
施
設

を
紹
介
し
合
う
な
ど
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
が
、
超

高
齢
者
社
会
の
「
生
き
る

力
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
が

次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
介
護
施
設
は
、
利
用

者
に
と
っ
て
余
生
を
有
意

義
に
暮
ら
す
場
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
事
前
準
備
と

し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
体
験

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ

フ
の
人
間
性
を
見
抜
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
家
族
の

た
め
に
、
そ
し
て
自
ら
の

た
め
に
、
今
日
か
ら
備
え

ま
し
ょ
う
」

　
「
介
護
と
福
祉
の
勉
強

会
」
は
10
月
19
日
、
11
月

15
日
、
12
月
20
日
に
開
催

さ
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
０
―
３
７

２
５
―
３
５
２
０
）
へ
。

「
外
国
人
に
見
せ
て
恥
ず

か
し
く
な
い
も
の
を
つ
く

ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
」（
渡
部
昇
一
著
「
日

本
の
歴
史
」
Ｗ
Ａ
Ｃ
）。

面
白
い
指
摘
で
す
。

　

徳
川
幕
府
が
推
奨
し
た

朱
子
学
は
論
語
を
礎
と
し

た
も
の
で
、
論
語
は
全
国

の
藩
校
や
寺
子
屋
で
は
人

間
と
し
て
〝
一
人
前
〞
に

な
る
た
め
の
必
須
科
目
で

し
た
。
こ
の
よ
う
に
儒
者

や
藩
主
な
ど
指
導
者
に

と
っ
て
論
語
は
聖
書
で
あ

り
常
識
で
し
た
の
で
次
の

よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挿

入
し
ま
し
た
。

　
「
西
郷
の
漢
学
が
一
流

の
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
漢

詩
を
み
る
だ
け
で
分
か
り

ま
す
。（
中
略
）
西
郷
は

一
流
の
漢
学
者
と
同
等
の

教
養
が
あ
っ
た
と
言
え
ま

し
ょ
う
」（
㉘
「
書
物
が

縁
の
仲
祐
」
参
照
）。

　

西
郷
が
潜
伏
し
た
奄
美

大
島
で
は
「
国
元
で
漢
学

を
修
め
、
22
歳
で
全
国
か

ら
秀
才
が
集
ま
る
江
戸
の

昌
平
黌
で
学
ん
だ
の
ち
薩

摩
に
帰
国
」
し
た
重し

げ
の野

安や
す
つ
ぐ繹
が
西
郷
を
訪
ね
て
く

る
場
面
（
㉛
「
重
野
安
繹

に
教
え
ら
れ
た
西
郷
」
参

照
）。
漢
学
を
代
表
す
る

論
語
は
今
な
お
精
彩
を
放

つ
古
典
中
の
古
典
で
す
。

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
歴
史
」（
東
京
法
令
出
版
）
の
表
紙

新連載

　

東
大
阪
市
の
中
心
部
・
花
園
地
区
。
空
き
家
の
廃
材
を
積
ん
だ
ト

ラ
ッ
ク
の
横
を
す
り
抜
け
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
両
が
横
付
け
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
、
見
送
る
配
偶
者
は
も
と
よ
り
、
送
迎
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
も
ま
た
高
齢
者
で
あ
る
。
終
戦
直
後
の
昭
和
20
年
代
前
半

に
生
ま
れ
た
〝
団
塊
の
世
代
〞
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
な
か
、「
失

わ
れ
た
30
年
」
に
よ
っ
て
不
安
定
な
就
労
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
子
ど

も
世
代
に
は
親
の
老
後
を
支
え
る
ゆ
と
り
が
な
く
、
高
齢
者
が
高
齢

者
を
介
助
す
る
「
老
老
介
護
」
が
常
態
化
し
て
い
る
。（
三
谷
真
一
）

い
ま
か
ら
で
き
る
介
護
の
備
え

一
般
社
団
法
人
介
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

一般社団法人介護総合
支援センターQRコード

参加者を交えてグループディスカッション

豊豊かなかな感性感性をを次世代次世代にに

　

童
謡
か
ら
歌
謡
曲
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
ま
で
幅
広
く
歌

う
小
林
陽
子
さ
ん
（
88
）

＝
写
真
＝
の
米
寿
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
が
９
月
15
日
に

グ
ロ
ッ
タ
デ
ア
モ
ー
レ

（
大
阪
市
中
央
区
西
心
斎

橋
１
）
で
開
か
れ
た
。

　

２
部
構
成
で
、
１
部
で

は
「
千
の
風
に
な
っ
て
」

「
あ
ざ
み
の
歌
」
な
ど
を

披
露
。
２
部
で
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
な
ど
も
盛
り
込
み

な
が
ら
、「
愛
の
讃
歌
」

を
熱
唱
し
て
幕
を
閉
じ

た
。

　

会
場
か
ら
の
ア
ン
コ
ー

ル
に
応
え
、「
高
原
列
車

は
行
く
」
を
30
人
の
参
加

者
と
一
緒
に
歌
い
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

参
加
し
た
60
代
女
性

小林陽子小林陽子さんさん

米寿記念米寿記念
コンサートコンサート

は
、「
陽
子
さ
ん
の
歌
声

を
聞
い
て
、
元
気
に
な
り

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
た
。

AI 研究家　AI 研究家　東浦 幸司東浦 幸司

AIAIとのとの共存共存❶❶
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八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

ロ
シ
ア
は
最
終
手
段
に
出
始
め
て
い
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
南
部
の
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
子
力
発
電
所
で

外
部
か
ら
の
電
力
供
給
が
止
ま
り
、
10
日
以
上
と

な
る
。

　

オ
リ
ガ
は
眉
間
に
皺
を
寄
せ
る
。

　
「
原
子
力
発
電
所
が
爆
発
す
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
だ
け
で
な
く
ロ
シ
ア
も
人
が
住
め
な
く
な
る

わ
」

　

ナ
タ
リ
ア
は
そ
の
言
葉
に
身
震
い
す
る
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま

で
被
害
が
及
ぶ
の
で
は
…
」

　

原
発
か
ら
約
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
唯
一
残
る
送
電
線
が
損
傷
。
原
子
炉
６
基
と
使

用
済
み
燃
料
の
冷
却
は
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

を
使
っ
て
い
る
。
危
機
的
状
況
だ
。

　

専
守
防
衛
を
旨
と
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
が
、
こ

こ
ま
で
戦
闘
が
長
期
化
す
る
と
、
打
っ
て
出
る
し

か
な
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
エ
ン
ド
レ
ス
に
攻
撃
を

受
け
続
け
、
や
が
て
は
負
け
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
国
内
の
石
油

関
連
施
設
へ
の
ド

ロ
ー
ン
攻
撃
を
強

化
す
る
こ
と
に
。

そ
の
結
果
、
ロ
シ

ア
全
域
で
ガ
ソ
リ

ン
不
足
と
な
り
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
長
蛇
の
列
が

で
き
て
い
る
。
こ

の
風
景
は
、
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

全
面
侵
攻
を
始
め

た
２
０
２
２
年
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
そ

っ
く
り
だ
。

　

ロ
シ
ア
が
一
方
的
に
併
合
し
た
ク
リ
ミ
ア
半
島

で
は
、
半
数
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
看
板
を
下

ろ
し
た
。

　
「
ロ
シ
ア
人
は
、
や
っ
と
私
た
ち
の
苦
し
み
を

理
解
で
き
た
と
思
う
わ
」

　

ナ
タ
リ
ア
は
腕
を
組
み
得
意
顔
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
ま
だ
ま
だ
よ
。
ま
だ
何
も
分
か
っ
て
い
な
い

わ
。
ロ
シ
ア
人
が
私
た
ち
の
こ
と
を
理
解
す
る
の

は
こ
れ
か
ら
」

　

強
い
口
調
で
オ
リ
ガ
は
言
い
放
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
は
破
れ
か
ぶ
れ
に
な
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
攻
撃
を
強
め
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力

発
電
所
が
ロ
シ
ア
の
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
を
受
け
、
約

３
時
間
の
停
電
が
発
生
し
た
。

　
「
地
球
を
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り
な
ん
だ
わ
、
プ

ー
チ
ン
は
」

　

オ
リ
ガ
の
憤
り
は
収
ま
ら
ず
、
ナ
タ
リ
ア
は
お

ろ
お
ろ
す
る
ば
か
り
だ
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
278

ザポリージャ原発が危機的状況

ウクライナ

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
最

初
か
ら
封

さ
か
いは
な
い
の
で

あ
る
。
そ
の
次
は
封
が

あ
る
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
最
初
か

ら
是
非
（
た
だ
し
い
と

ま
ち
が
い
）

は
な
い
の
で

あ
る
。
是
非

が
は
っ
き
り
す
る
と
い

う
の
が
、
道
が
虧か

け
て

い
る
と
い
う
理
由
で
あ

る
。
道
が
虧
け
て
い
る

と
い
う
理
由
こ
そ
が
、

愛
が
成
る
理
由
で
も
あ

る
。
は
た
し
て
、
ほ
ん

と
う
に
成
る
と
虧
け
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。は
た
し
て
、

ほ
ん
と
う
に
成
る
と
虧

け
る
と
い
う
こ
と
が
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
成
る

と
虧
け
る
が
あ
る
か
ら

こ
そ
昭
氏
「
後
述
の
昭

文
」
は
琴
を
鼓
す
の
で

あ
る
。「
昭
氏
が
琴
を

鼓
す
と
、成
る
（
上
手
）

と
虧
け
る（
下
手
く
そ
）

が
理
解
で
き
る
」。
成

る
と
虧
け
る
が
な
い
が

た
め
に
昭
氏
は
琴
を
鼓

　

古
の
人
に
は
、
そ
の

知
が
至
っ
た
所
が
あ
っ

た
。
ど
こ
に
至
っ
た
の

か
。
最
初
か
ら
物
が
な

い
と
し
て
い
る
者
が
い

た
な
ら
ば
、
至
れ
り
尽

く
せ
り
で
あ
る
。
な
に

も
付
け
加
え
る
も
の
が

な
い
。
そ
の
次
は
物
が

あ
る
と
し
て
い
る
も
の

う
か
。

　
※
「
知
」
が
至
る
、

つ
ま
り
究
極
の
「
知
」

を
述
べ
る
。
ふ
つ
う

の
「
知
」
と
は
ま
る
で

違
う
。
結
論
は
始
め
に

述
べ
ら
れ
る
。
最
初
か

ら
物
が
な
い
と
き
こ
そ

至
れ
り
尽
く
せ
り
で
あ

る
。
後
は
段
々
、
だ

め
に
な
る
。
楽
器
も
演

奏
し
な
い
状
態
が
最
上

で
あ
る
。
子
弁
舌
さ
わ

や
か
な
恵
子
も
、
ぼ
ん

や
り
と
梧あ

お
ぎ
り桐
に
寄
り
か

か
っ
て
い
る
の
が
究
極

の
知
な
ん
だ
よ
、
と
か

ら
か
っ
て
い
る
。

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

立
命
館
大
学
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    

六
十
六
十
三三

さ
な
い
の
で
あ
る
「
昭

氏
が
琴
を
鼓
さ
な
け
れ

ば
、
成
る
（
上
手
）
と

虧
け
る
（
下
手
く
そ
）

は
区
別
で
き
な
い
」。

　

昭
文
「
前
述
の
昭

氏
」
が
琴
を

鼓
す
「
よ
う

に
し
て
実
際

は
鼓
さ
な
い
で
」、
師

曠
が
策
枝
「
楽
器
に
寄

り
か
か
っ
て
演
奏
し
な

い
で
」、
恵
子
が
「
議

論
も
せ
ず
に
ぼ
ん
や
り

と
」
梧

あ
お
ぎ
りに
拠
り
か
か
っ

て
い
る
の
は
、
三
子
の

知
を
幾つ

く
し
た
の
だ
ろ

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で「
荘
子
を
読
む
」開
講
中

切
り
絵
☆
望
月
め
ぐ
み

認
知
症
の
兆
候
を
明
か
す

な
か
故
郷
・
福
岡
に
40
年

所
有
し
た
複
数
の
不
動
産

を
次
々
に
売
却
『
糟
糠
の

妻
』『
終
活
』
の
現
在
」。

　

タ
モ
リ
さ
ん
は
頭
の
い

い
人
。
だ
か
ら
、「
認
知

症
の
疑
い
」
を
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
す
る
だ
け
で
な

く
、
終
活
も

開
始
し
た
こ

と
を
メ
デ
イ

ア
で
公
表
し
て
い
る
の

で
、
見
習
お
う
。
不
動
産

の
処
分
も
な
か
な
か
で
き

な
い
人
が
多
い
。

　
「
断
捨
離
」
と
い
う
言

葉
は
有
名
だ
け
ど
、
本
当

に
実
行
し
て
い
る
人
は
非

常
に
稀
だ
。
断
捨
離
と
い

え
ば
、
高
橋
英
樹
さ
ん
。

作家・医学博士  長尾和宏

大声でつぶやく大声でつぶやく

けったいな町医者けったいな町医者
4747

其
の
知
至
れ
る
所
有
り（
そ
の
一
）

　

タ
モ
リ
さ
ん
に
認
知
症

の
症
状
が
。
終
活
を
始
め

た
と
い
う
記
事
。

　

誰
に
で
も
訪
れ
る
こ
と

か
も
ね
。「
や
っ
た
こ
と

を
忘
れ
る
…
。
タ
モ
リ
、

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

ガ

ザ

地

区

食

糧

支

援

朝陽は堺東から

爽やか笑顔で

１人ひとりの幸せ願う

あ
さ
ひ

朝陽不動産株式会社
072-224-2345

不動産コンサルティング 不動産管理不動産仲介

営業時間：9：00~17：30
定 休 日：土曜・日曜・祝日
https://asahi.estate/

〒590-0022 堺市堺区中三国ケ丘町1-1-30

笑顔
感謝

70
歳
を
超
え
た
の
で
、
33

ト
ン
も
の
私
物
を
す
べ
て

処
分
し
た
と
。
断
捨
離
後

の
部
屋
は
が
ら
ん
堂
に
な

り
驚
い
た
の
が
１
年
前
の

記
事
。
考
え
て
み
れ
ば
定

年
後
は
断
捨
離
を
１
、
２

年
ご
と
に
繰
り
返
せ
ば
い

い
。

　

つ
い
で
に

「
リ
ビ
ン
グ

ウ
ィ
ル
」
も

書
い
て
欲
し
い
な
あ
。「
死

ん
で
か
ら
」
は
大
切
だ

け
ど
、「
死
ぬ
ま
で
」
の

医
療
も
大
切
。
両
方
含
め

て
は
じ
め
て
「
終
活
」
と

呼
べ
る
。
僕
も
ボ
チ
ボ
チ

や
っ
て
い
る
。
辛
い
け
ど

も
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
ス
ッ

キ
リ
し
て
、
生
き
る
気
力

断
捨
離

得票順 候補者氏名 党派名 得票数
1 当選人 山口　ゆか 参政党 2,594票
2 当選人 小宮　さなえ 大阪維新の会 1,976票
3 当選人 山下　亜緯子 自由民主党 1,890票
4 当選人 奥山　わたる 自由民主党 1,731票
5 当選人 大木　るみ 公明党 1,672票
6 当選人 中村　やすはる 公明党 1,568票
7 当選人 しまたに　一成 大阪維新の会 1,513票
8 当選人 しまの　友子 国民民主党 1,453票
9 当選人 山本　のぶひろ 大阪維新の会 1,452票
10 当選人 田中　秀昭 無所属 1,408票
11 当選人 乾　一 自由民主党 1,347票
12 当選人 つるた　将良 大阪維新の会 1,342票
13 当選人 橋本　みつお 日本共産党 1,340票
14 当選人 江村　じゅん 日本共産党 1,305票
15 当選人 みね　弘之 大阪維新の会 1,276票
16 当選人 さかきだ　和之 大阪維新の会 1,048票
17 梅原　ひさえ 無所属 704票

計算上切り捨てた有効投票 0票
①合 計 25,619票
開票率 100%
②無効投票数 198票
③投票総数（①＋②） 25,817票
④持ち帰り票 0票
投票者数（③＋④） 25,817票

が
芽
生
え
て
く
る
の
も
本

当
の
と
こ
ろ
。
生
物
学
的

に
い
え
ば
断
捨
離
と
は

「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
」
の

よ
う
だ
。

　

ゴ
ミ
を
処
分
し
た
ら
若

返
る
。
人
間
に
は
、
生
物

に
は
、
そ
ん
な
機
構
が
備

わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
東

京
工
業
大
学
の
大
隅
教
授

ら
の
研
究
だ
。
２
０
１
６

年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
た
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
機

構
。

　

僕
の
断
捨
離
は
70
歳
ま

で
に
一
旦
は
完
了
さ
せ
る

予
定
だ
。

長尾和宏
オフィシャル
サイト

イ ベ ン ト 情 報

　地域の人びとが集
まり、楽しく豊かな
気持ちになって欲し
いとの願いから、東
大阪でマルシェやイ
ベント、縁日等を主
宰している N’s マル
シェの「青空レスト
ラン」。食、雑貨、お
酒、ちょっと素敵で

いいモノとじかんが巡りあう素敵な休日
のマルシェイベント。
　Meets に掲載されたデ
リと酒の店が作るキュー
バサンドとタパス、古民
家民泊の雑貨屋、手打ち
蕎麦屋が蕎麦粉から作る
蕎麦プリンなど、どれも
逸品ばかり。

日　時　10月26㈰11:00～ 16:00
（雨天決行）

場　所　近鉄河内小阪駅前北側駐車場内
（東大阪市小阪1-7-2）

主　催　N’sマルシェ実行委員会＆モビマル
協　力　近鉄不動産株式会社

青空レストラン青空レストラン

対
象
に
「
八
尾
市
学
校
給

食
献
立
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
１
９
８
２
点

の
応
募
が
あ
り
、
各
校
か

ら
３
点
ず
つ
選
抜
さ
れ
た

合
計
84
点
の
な
か
か
ら
６

点
が
最
終
選
考
に
進
み
、

９
月
29
日
、
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
２
点
、
優
良

賞
３
点
と
、
最
終
に
残
ら

な
か
っ
た
な
か
か
ら
ア
イ

デ
ア
特
別
賞
の
３
点
を
創

作
し
た
９
人
の
児
童
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。

　

学
校
給
食
は
、
明
治
維

新
後
の
文
明
開
化
の
時

代
、
西
洋
列
強
に
追
い
付

か
ん
と
工
業
化
を
進
め
て

ゆ
く
な
か
で
、
現
在
の
山

形
県
鶴
岡
市
の
私
立
小
学

校
が
貧
困
に
喘
ぐ
児
童
ら

に
お
に
ぎ
り
・
焼
き
魚
・

漬
物
と
い
っ
た
昼
食
を
提

供
し
た
の
が
起
源
と
さ
れ

て
い
る
。

　

戦
後
、
児
童
・
生
徒
ら

の
栄
養
補
給
を
目
的
と
し

て
再
開
さ
れ
。
昭
和
29
年

に
「
学
校
給
食
法
」
制
定
。

以
降
、
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

式
典
後
の
座
談
会
で
浦

上
さ
ん
は
、
そ
う
い
っ
た

歴
史
と
、
歴
史
の
な
か
で

給
食
を
届
け
る
た
め
に
奔

走
し
て
来
た
人
々
に
つ
い

て
触
れ
、
肉
や
野
菜
を
そ

　
「
世
界
難
民
の
日
」
の

６
月
20
日
、
元
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー
さ

ん
（
51
）
＝
写
真
＝
が
Ｅ

Ｘ
Ｐ
О
サ
ロ
ン
に
登
場
。 「

好
き
な
こ
と
を
見
つ
け

て
扉
を
開
こ
う
」
を
テ
ー

マ
に
近
畿
大
学
附
属
高
等

学
校
の
生
徒
ら
と
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

「
ユ
ニ
ク
ロ
」
を
展
開
す

る
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト

リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
Ｔ
シ
ャ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｆ

О
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
が
３
周

年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
。
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｔ
シ
ャ

ツ
販
売
か
ら
の
利
益
の
全

額
を
寄
付
し
、
寄
付
金
は

国
際
的
な
平
和
の
た
め
の

活
動
に
充
て
ら
れ
て
い

る
。

　

自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
現
れ
た
イ

チ
ロ
ー
さ
ん
は
、「
自
分

の
興
味
の
あ
る
こ
と
、
好

き
な
こ
と
を
見
つ
け
て
積

極
的
に
扉
を
開
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
「
将
来
怖
気
づ
い
て
夢

を
つ
か
む
こ
と
が
無
理

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
と

き
は
ど
う
向
き
合
う
か
」

と
の
高
校
生
の
質
問
に

は
、「
本
当
に
や
り
た
い

の
な
ら
や
る
ん
じ
ゃ
な
い

の
」
と
述
べ
た
上
で
、「
不

安
な
気
持
ち
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
挑
戦
し
た

い
と
い
う
自
分
の
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

勇
気
を
も
っ
て
、
自
分
の

力
で
扉
を
開
け
て
ほ
し

い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

ま
た
、「
道
の
り
は
厳
し

い
こ
と
の
方
が
多
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
も
勇
気
を

も
っ
て
進
ん
で
い
く
。
ど

ん
ど
ん
扉
を
開
け
て
い
く

人
は
自
分
と
は
何
者
な
の

か
っ
て
分
か
っ
て
く
る
。

今
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ

か
け
に
未
来
を
が
っ
ち
り

と
つ
か
ん
で
ほ
し
い
」
と

会
場
に
い
る
招
待
さ
れ
た

高
校
生
た
ち
を
励
ま
し

た
。

（
中
野
善
典
）

大
阪
・
関
西
万
博
に

イ
チ
ロ
ー

イ
チ
ロ
ー
さ
ん
さ
ん

登
場

　
「
今
か
ら
65
年
前
、
皆
さ
ん
く
ら
い
の
年
の
頃
、
近

所
に
ス
ー
パ
ー
も
な
く
、家
に
は
食
べ
る
も
の
が
な
い
。

学
校
に
来
る
一
番
の
楽
し
み
が〝
給
食
〞で
し
た
。
チ
ー

ズ
を
初
め
て
食
べ
た
の
も
給
食
。
そ
う
そ
う
、
鯨
の
唐

揚
げ
、
美
味
し
か
っ
た
ね
」

　

式
典
の
冒
頭
、
受
賞
し
た
児
童
や
保
護
者
ら
を
前
に

し
み
じ
み
と
語
る
の
は
、
八
尾
市
の
教
育
長
・
浦
上
弘

明
さ
ん
（
72
）。
鶏
卵
は
感
冒
時
の
栄
養
補
給
の
み
、

バ
ナ
ナ
は
遠
足
時
の
み
の
時
代
に
育
っ
た
浦
上
さ
ん
。

こ
の
日
は
、
日
本
に
お
け
る
給
食
の
は
じ
ま
り
や
、
戦

争
や
貧
困
に
よ
っ
て
食
べ
た
く
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
世

界
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
触
れ
、
毎
日
決
ま
っ
た
時

間
に
提
供
さ
れ
る
給
食
の
尊
さ
を
強
調
し
た
。

そ
だ
て
て
く
れ
た
人
、つ
く
っ
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
て

そ
だ
て
て
く
れ
た
人
、つ
く
っ
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
て

八
尾
市
学
校
給
食
献
立
コ
ン
テ
ス
ト

八
尾
市
学
校
給
食
献
立
コ
ン
テ
ス
ト

　

八
尾
市
で

は
、
子
ど
も

た
ち
の
学
校

給
食
へ
の
関

心
を
高
め
、

学
校
で
の
食

育
の
充
実
・

推
進
を
図
る

た
め
に
教
育

委
員
会
・
小

学
校
給
食

会
・
教
育
研

究
会
の
３
者

が
６
年
生
を

だ
て
て
く
れ
た
人
、
美
味

し
い
給
食
を
つ
く
っ
て
く

れ
た
人
に
感
謝
し
て
、
み

ん
な
で
楽
し
く
い
た
だ
く

こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
た

ほ
か
、
自
宅
で
育
て
た
モ

ロ
ヘ
イ
ヤ
と
、
戦
争
末
期

の
食
糧
難
の
な
か
で
八
尾

市
の
女
性
教
師
が
始
め
、

復
員
兵
ら
の
職
業
と
し
て

全
国
に
広
が
っ
た
ポ
ン
菓

子
を
配
っ
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
献

立
は
、
新
年
１
月
よ
り
市

内
各
校
で
調
理
・
提
供
さ

れ
る
。

（
三
谷
真
一
）

ポン菓子を手に児童らと座
談する浦上弘明さん

受賞者と臨席者による記念撮影

　

任
期
満
了
に
伴
う
柏
原
市

議
会
議
員
選
挙
が
９
月
７
日

に
投
開
票
さ
れ
た
。

　

全
国
的
に
人
気
上
昇
中
の

参
政
党
に
所
属
す
る
山
口
ゆ

か
氏
（
54
・
現
職
）
が
２
５

９
４
票
を
獲
得
し
、
ト
ッ
プ

当
選
。
大
阪
維
新
の
会
・
小

宮
さ
な
え
氏
（
28
・
新
人
）

の
１
９
７
６
票
、
自
由
民
主

党
・
山
下
亜
緯
子
氏
（
45
・

現
職
）
の
１
８
９
０
票
を
大

き
く
引
き
離
し
た
。

　

投
票
率
は
前
回
の
50
・

49
％
よ
り
下
回
り
46
・
73
％
。

国
政
に
対
し
て
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
な
か
、
地
方
行

政
に
対
す
る
関
心
は
低
い
。

柏
原
市
議
会
議
員
選
挙

参
政
党
山
口
ゆ
か
氏

ト
ッ
プ
当
選

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
バ

ル
ト
館
で
８
月
28
日
、
バ

ル
ト
館
ス
タ
ッ
フ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
を

手
が
け
た
リ
ト
ア
ニ
ア
出

身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る

バ
ル
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か

れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
応
募

し
抽
選
で
選
ば
れ
た
参
加

者
が
リ
ネ
ン
の
エ
プ
ロ
ン

作
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
は
１
０
０
％
天
然
リ
ネ

ン
を
使
用
し
て
い
て
、
見

た
目
に
も
涼
し
さ
が
伝
わ

る
。
他
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の

ス
タ
ッ
フ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

と
比
べ
て
も
群
を
抜
い
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
だ
。

こ
の
日
の
た
め
に
来
日
し

た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ガ
ブ
リ

エ
レ
・
ヤ
ヌ
シ
ュ
ケ
ヴ
ィ

チ
ュ
ー
テ
さ
ん
は
、「
リ
ネ

ン
を
使
う
こ
と
は
自
然
に

優
し
い
。
こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
は
合
せ
方
に
よ
っ
て
20

種
類
の
着
こ
な
し
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。
リ
ネ
ン
素
材
に

こ
だ
わ
り
、
母
国
リ
ト
ア

ニ
ア
で
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｎ　

Ｉ
Ｄ
」
社
を
設
立
し
、
日

本
か
ら
も
ネ
ッ
ト
で
購
入

で
き
る
。
数
々
の
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
に
は
目
を
見
張

る
。
せ
ひ
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
て
ほ
し
い
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

参
加
者
は
ス
タ
ッ
フ
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
と
同
じ
素
材

の
リ
ネ
ン
を
使
っ
て
の
エ

プ
ロ
ン
作
り
に
挑
戦
。
１

枚
の
リ
ネ
ン
に
型
紙
を
貼

り
付
け
て
、
エ
プ
ロ
ン
の

ポ
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
作
業
。

ポ
ケ
ッ
ト
を
縫
い
つ
け
た

あ
と
は
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の

ロ
ゴ
を
付
け
て
完
成
。
参

加
者
ら
の
笑
顔
が
印
象
的

だ
っ
た
。
バ
ル
ト
館
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
Ｗ
ｅ
Ａ
ｒ

ｅ
О
ｎ
ｅ
」。
ス
タ
ッ
フ
ら

は
集
ま
っ
た
参
加
者
に
「
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
仕
上

げ
ま
し
ょ
う
」
と
の
掛
け

声
も
。
ま
さ
に
コ
ン
セ
プ

ト
に
ぴ
っ
た
り
の
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
。
（
中
野
善
典
）

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
ブ

ラ
ジ
ル
館
で
は
10
月
５
日
、

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ク
リ
ア

ン
サ
・
シ
ダ
ダ
ン
（
市
民

の
子
ど
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

О
Ｃ
Ｃ
）」
に
よ
る
「
平
和

の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
・

韓
国
・
北
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ

ル
や
イ
ラ
ン
出
身
の
音
楽

家
で
構
成
さ
れ
た
25
人
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
ブ
ラ

ジ
ル
館
の
幻
想
的
な
空
間

で
演
奏
し
た
。
各
々
が
所

属
す
る
国
家
の
間
で
は
紛

争
が
あ
る
。
あ
え
て
音
楽

を
通
じ
て
結
成
さ
れ
た
楽

団
員
が
「
芸
術
に
戦
争
は

な
い
」
を
テ
ー
マ
に
１
時

間
じ
っ
く
り
と
演
奏
を
披

露
し
た
。
希
望
と
和
解
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
来
場
者

は
感
動
に
酔
い
し
れ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で

あ
る
リ
ナ
・
チ
ョ
イ
さ
ん

（
31
）
は
北
朝
鮮
の
両
江

道
（
リ
ャ
ン
ガ
ン
ド
）
出

身
。
２
０
１
５
年
に
脱
北
。

２
年
か
け
て
韓
国
へ
。
こ

の
日
は
朝
鮮
半
島
の
伝
統

的
な
弦
楽
器
「
ソ
ヘ
グ
ム
」

を
奏
で
、「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ

ｆ
ｕ
ｌ
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
о
ｎ
」

を
披
露
し
た
。
そ
の
後
に

は
「
ア
リ
ラ
ン
」
の
曲
も
。

チ
ョ
イ
さ
ん
は
、「
こ
こ

で
演
奏
で
き
る
こ
と
が
嬉

し
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

О
Ｃ
Ｃ
の
総
合
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る

ジ
ョ
ア
ン
・
タ
ル
ジ
ー
ノ

さ
ん
に
、
紛
争
地
域
に
い

る
国
籍
の
音
楽
家
が
集

ま
っ
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

結
成
し
た
理
由
を
尋
ね
る

と
、次
の
よ
う
に
答
え
た
。

　
「
様
々
な
国
の
人
が
集
ま

る
と
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
よ
り
強
く
な
る
。
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
音
楽
活
動
は

ま
さ
に
平
和
と
一
緒
だ
」

　

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
タ
ル

ジ
ー
ノ
さ
ん
は
語
っ
た
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
館
で
演
奏

で
き
る
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
い
。
世
界
で
一
番
重
要

な
の
は
平
和
。様
々
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
仲

間
た
ち
と
音
楽
を
融
合
さ

せ
る
こ
と
で
さ
ら
に
平
和

の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」

（
中
野
善
典
）

大
阪
・
関
西
万
博

ブ
ラ
ジ
ル
館

平
和
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

ソ
ヘ
グ
ム
を
奏
で
る

リ
ナ
・
チ
ョ
イ
さ
ん

ガ
ブ
リ
エ
レ
さ
ん
（
右
）

と
彼
女
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
る
ス

タ
ッ
フ

大阪・関西万博
リトアニア

バルト館

リネン
ワークショップ

※12歳以下は保護者同伴でお願いします ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

日　　程　11月２日（日）  
13:00開場 / 13:30 開演　（終演16:30頃）

会　　場　プリズムホール（八尾市文化会館） 大ホール

“いちばんはやく” 救い出すために

あとを絶たない児童虐待
社会の闇に挑む衝撃の話題作

上映後に島田妙子氏の講演があります 講演は手話通訳有り

事前予約制
QRコードよりお申し
込みください

※事前申し込み制の上映会で
す。申し込みフォームより必
要事項をご記入ください。

無料上映会


